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蒙
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蒙
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①
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②
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説
文
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r
伝
抄
古
文
」
類
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三
）
「
鐘
鼎
文
」
類

三
、
お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
宋
代
は
金
石
学
の
濫
膓
と
文
字
学
の
黄
金
時
代
と
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
発
展
す

る
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
識
字
と
蒙
書
の
教
育
を
考
察
し
、
更
に
字
書
の
流
布
に
関
す

る
事
情
を
考
察
す
る
。
第
一
節
は
、
識
字
か
ら
六
書
の
理
解
を
中
心
に
論
じ
て
み
た
い
。
官
学

と
私
学
と
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
、
そ
の
学
校
の
制
度
と
沿
革
を
分
析
し
、
更
に
各
学
の
小

学

に
お
け
る
識
字
教
育
を
明
ら
か
に
す
る
。
文
字
学
に
つ
い
て
は
、
官
学
の
教
材
と
し
て
の
王

安
石

『字
説
』
の
流
布
と
影
響
を
考
察
す
る
。
書
学
に
つ
い
て
は
、
書
の
技
術
の
官
僚
を
育
成

す
る
制
度
を
考
察
し
、
蒙
書
を
学
ぶ
作
品
と
社
会
で
の
自
学
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

え
る
。
第
二
節
は
蒙
書
に
関
す
る
著
作
の
内
容
と
成
書
の
経
緯
な
ら
び
に
当
時
使
用
で
き
た
書

物
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、

識
字
と
蒙
書
の
教
育

　
（
一
）
小
学
と
文
字
学

　
小
学

は
、
子
ど
も
を
教
育
す
る
基
礎
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
童
蒙
学
で
あ
る
。
か
つ
て
中
国
の

童
蒙
学
は
、
教
育
目
的
に
よ
り
、
識
字
教
育
、
封
建
の
思
想
教
育
、
知
識
教
育
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
々
な
教
科
書
が
編
集
さ
れ
た
。
宋
代
に
至
る
と
、
童
蒙
学
の
シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
進
展
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
ま
し
の
教
材
が
定
着
し
、
後
世
の
基
礎
に
な
っ
た
。
識
字
教
育
に
つ
い
て
は
、
周
代
に
は

識
字
を
啓
発
す
る
教
科
書
『
史
鏑
篇
』
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
も
口
伝
さ

れ
た

啓
蒙
教
育
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
漢
代
に
な
る
と
、
啓
蒙
教
育
専
門

の

r学
校
」
ー
私
塾
が
創
設
さ
れ
、
子
ど
も
達
に
読
み
書
き
、
習
字
を
教
え
る
『
蒼
額
篇
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

『凡
将
篇
』
、
『
急
就
篇
』
、
『
無
尚
篇
』
な
ど
の
教
材
も
充
実
し
た
。
そ
の
後
、
『
急
就
篇
』
に
基

づ
い
て

『千
字
文
』
、
雑
字
類
の
『
開
蒙
要
訓
』
な
ど
の
新
た
な
教
材
を
生
み
だ
し
た
。
宋
代

に
は
、
『
千
字
文
』
を
継
承
し
て
『
百
家
姓
』
、
『
三
字
訓
』
（
後
の
三
字
経
）
が
編
集
さ
れ
、
宋

代
以
後
、
広
く
流
布
し
て
学
校
の
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
世
に
「
三
、
百
、

千
」
と
呼
ば
れ
る
基
礎
の
童
蒙
学
の
教
科
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
、
『
千
字
文
』
以
外
で
、

民
間
の
私
塾
で
流
行
し
た
識
字
の
重
要
な
教
科
書
は
「
雑
字
」
で
あ
っ
た
。
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小
学
の
識
字
教
育

は
、
文
字
学
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
は
し
な
い
も
の
の
、
宋
代
の
小

学
シ

ス

テ
ム

の
成
熟
に

沿
っ
て
、
童
蒙
書
（
啓
蒙
の
教
材
）
が
広
布
さ
れ
、
識
字
率
を
上
る
た

め
、
そ
の
後
の
文
字
研
究
や
蒙
書
の
判
読
に
重
要
な
ベ
ー
ス
を
提
供
し
た
。

　
①

官
学

　
宋
代
の
教
育
制
度
は
、
唐
代
の
も
の
を
基
と
し
て
、
多
少
こ
れ
に
修
正
を
加
え
た
。
官
学
で

は
、
国
子
監
諸
学
の
階
級
的
な
資
格
を
下
げ
た
こ
と
で
、
国
子
学
は
七
品
以
上
の
子
弟
と
し

（唐
代
は

三
品
以
上
の
子
孫
）
、
太
学
は
八
品
以
下
の
子
弟
お
よ
び
庶
民
の
子
弟
の
優
秀
な
者
と

し
（
唐
代
は
五
品
以
上
の
子
孫
）
、
四
門
学
は
庶
民
の
子
弟
だ
け
（
唐
代
は
七
品
以
上
の
子
）

と
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
の
変
動
に
と
も
な
い
、
唐
代
の
貴
族
教
育
よ
り
、
次
第
に
庶
民
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
発
展
し
て
行
く
過
程
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

　
仁
宗
の
時
、
学
校
の
拡
張
と
科
挙
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
学
校
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
名
儒

の
胡
媛
を
登
用
し
、
国
子
監
講
書
と
し
て
専
ら
太
学
を
管
理
さ
せ
、
太
学
を
拡
張
し
て
、
そ
の

学
生
を
二
百
人
に
増
加
し
、
別
に
四
門
学
を
設
け
て
庶
民
階
級
の
子
弟
を
入
学
さ
せ
た
。
そ
し

て
、
学
校
の
維
持
費
と
し
て
、
康
定
三
年
（
一
〇
四
o
）
に
学
田
を
国
学
に
与
え
た
。
慶
暦
三

e
r
　
（
1
　
0
四
三
）
に
は
さ
ら
に
増
額
し
た
。
ま
た
地
方
の
学
校
に
も
注
意
し
、
各
州
に
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

を
創
立
さ
せ
た
。
慶
k
m
四
u
r
　
（
1
　
o
四
四
）
以
後
ま
す
ま
す
地
方
の
路
、
州
、
軍
、
監
の
官
学

が
増
え
、
学
生
二
百
人
以
上
を
設
け
、
教
員
を
任
じ
た
。
更
に
県
学
を
設
置
し
、
地
方
に
は
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
が
な
い
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
た
。
大
観
1
1
1
u
r
　
（
1
1
0
九
）
、
地
方
の
二
十
四
路
は
、
合

計
学
生
十
六
万
七
千
六
百
二
十
二
人
、
校
舎
九
万
五
千
二
百
九
十
入
軒
で
最
高
峰
の
数
に
上
っ

で
こた
。
し
か
し
、
南
宋
に
な
る
と
、
戦
争
の
影
響
で
、
地
方
の
州
県
学
の
進
学
と
官
僚
採
用
制
度

が
破
壊
さ
れ
、
太
学
は
唯
一
の
官
僚
を
育
成
す
る
場
所
に
な
っ
た
が
、
学
校
の
規
模
は
北
宋
よ

り
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
南
宋
で
最
大
の
学
生
数
は
成
淳
年
間
（
一
二
六
五
ー
一
二
七
四
）
の

千
六
百
三

十
六
人
で
あ
り
、
北
宋
の
崇
寧
年
間
（
一
一
〇
1
1
－
1
1
0
六
）
の
三
千
八
百
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比
べ
、
か
な
り
の
差
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
央
の
官
学
に
あ
る
小
学
は
、
元
豊
年
間
（
一
〇
七
”
x
－
1
O
八
五
）
に
設
置
さ
れ
、
国

子
監

に
「
就
傅
」
、
F
初
笠
」
と
い
う
齋
（
教
室
）
を
設
け
て
か
ら
進
展
し
、
徽
宗
政
和
四
年

（1
1
1
四
）
に
八
歳
か
ら
十
二
歳
の
生
徒
を
十
齋
に
分
け
て
教
え
た
。
そ
の
数
千
人
に
近
く

上
っ

た
。
南
宋
に
な
る
と
、
紹
興
十
四
年
六
月
に
「
国
子
監
小
学
」
を
設
置
し
、
北
宋
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

を
援
用
し
た
が
、
担
当
の
教
授
は
太
学
生
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
宋
代
の
啓
蒙
教
育
は
、
民
間

の

私
学
の

方
が
中
央
の
官
学
よ
り
士
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
（
例
え
ば
、
蘇
東
披

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の

小
学
の
師
は
張
易
簡
と
い
う
道
士
で
あ
る
）
。
国
子
監
に
お
け
る
小
学
の
制
度
や
識
字
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の

内
容
は
記
録
が
稀
で
あ
る
。
一
方
、
啓
蒙
教
育
で
は
な
い
が
、
字
書
と
し
て
国
子
監
に
採
用

さ
れ
た
の
は
、
劉
煕
古
（
九
O
三
－
九
七
六
）
の
『
切
韻
』
、
『
拾
玉
』
で
あ
る
。
『
宋
史
』
に

は　
F
劉
煕
古
、
字
義
淳
、
宋
州
寧
陵
人
、
（
中
略
）
頗
精
小
学
、
作
切
韻
、
拾
玉
二
篇
、
墓
刻
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

献
、
詔
付
国
子
監
頒
行
之
。
」

　
（
劉
煕
古
、
字
は
義
淳
、
宋
州
寧
陵
の
人
、
　
（
中
略
）
小
学
に
非
常
に
精
通
し
、
『
切
韻
』
、

『拾

玉
』
を
編
集
し
、
墓
刻
し
て
献
上
し
、
皇
帝
は
国
子
監
に
命
じ
て
こ
れ
を
広
く
配
布
し

た
。
）

　
と
あ
る
。
後
の
丁
度
が
編
集
し
て
司
馬
光
が
引
き
続
い
で
完
成
し
た
『
集
韻
』
（
『
禮
部
集

韻
』
）
や
、
陳
彰
年
『
重
修
玉
篇
』
な
ど
の
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
字
書
も
、
中
央

の
官
学
に
お
け
る
識
字
教
育
の
教
材
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

中
央
の
官
学
に
お
け
る
文
字
学
に
つ
い
て
は
、
蒙
書
の
認
識
と
六
書
の
原
理
と
の
二

点
を
論
じ
て
み
た
い
。
蒙
書
の
認
識
は
官
学
の
課
程
に
編
入
し
て
お
ら
ず
、
成
平
三
年

（1O
O
O
）
、
句
中
正
は
そ
の
欠
点
を
補
う
た
め
、
大
蒙
、
小
蒙
、
入
分
で
『
三
体
書
孝
経
』

を
編
集
し
た
o
自
序
に
以
下
の
通
り
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ザ

　
F
文
行
秦
之
字
、
注
漢
之
制
、
執
唐
之
議
、
諒
撫
実
之
典
故
、
補
貴
序
之
訣
遺
。
」
（
こ
の
『
孝

経
』
の
文
字
は
、
秦
代
の
字
体
を
用
い
、
漢
代
の
制
度
を
注
釈
し
、
唐
代
の
議
論
を
論
じ
、
確
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実
に

典
故

に
基
づ
い
て
成
書
し
た
。
学
校
の
不
足
を
補
う
。
）

　
そ
し
て
、
皇
帝
に
『
三
体
書
孝
経
』
を
献
上
し
た
。

帝
の
書
画
、
器
物
の
収
蔵
す
る
倉
庫
で
あ
る
「
秘
閣
」

　
　
　
　
　
ほ
　

る
「
三
館
」
に
収
蔵
さ
れ
た
。
『
玉
海
』
に
は
、

こ
の
著
作
は
美
術
品
と
見
な
さ
れ
、
皇

に
入
庫
し
、
更
に
皇
室
の
図
書
館
で
あ

　
コ
ニ
年
四
月
辛
未
、
直
昭
文
館
句
中
正
上
石
本
大
、
小
蒙
、
入
分
三
体
書
孝
経
、
書
目
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ソ

巻
、
具
古
文
秦
蒙
漢
隷
三
体
。
（
中
略
）
蔵
其
書
秘
閣
、
命
別
進
三
本
送
三
館
。
」

　
（
三
年
四
月
辛
未
、
直
昭
文
館
の
句
中
正
は
石
本
の
大
、
小
蒙
、
八
分
、
三
体
書
の
孝
経
と

書

目
一
巻
を
献
上
し
、
古
文
、
秦
蒙
、
漢
隷
の
三
体
を
備
え
て
い
る
。
（
中
略
）
皇
帝
は
そ
の

本
を
秘
閣
に
収
蔵
し
、
更
に
三
本
を
崇
文
院
の
三
館
に
進
呈
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
）

　

と
あ
る
。
そ
の
後
、
教
育
に
関
心
を
持
つ
仁
宗
の
時
代
に
、
魏
の
「
三
体
石
経
」
を
設
立

す
る
目
的
と
型
式
を
模
倣
し
、
嘉
祐
年
間
（
一
〇
w
o
－
〈
－
　
1
　
O
A
〈
1
1
1
）
、
章
友
直
と
楊
南
仲
は

F二
体
石
経
」
を
作
っ
て
国
子
監
に
建
て
た
。
『
墨
池
編
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
r
章
友
直
、
字
伯
益
、
（
中
略
）
嘉
祐
中
有
楊
南
仲
蒙
石
経
於
国
子
監
、
当
時
称
其
小
学
。
」

　
（
章
友
直
、
字
は
伯
益
、
（
中
略
）
嘉
祐
中
に
楊
南
仲
と
、
蒙
書
の
石
経
を
国
子
監
に
建
つ
。

当
時
、
彼
ら
の
小
学
は
評
価
さ
れ
た
。
）

　
と
あ
る
。
一
方
、
六
書
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
や
や
遅
い
神
宗
朝
に
、
王
安
石
『
字
説
』
が

影
響
を
及
ぼ
し
た
o
宋
初
、
徐
銭
は
太
宗
の
命
令
に
従
っ
て
句
中
正
、
葛
温
、
王
惟
恭
と
共
に

『説
文
解
字
』
を
修
訂
し
、
徐
錯
は
こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
六
書
を
解
釈
し
、
『
説
文
解
字
繋
伝

通
釈
』
を
編
集
し
た
。
皇
帝
の
応
援
を
受
け
て
宋
初
の
『
説
文
解
字
』
の
研
究
や
著
作
は
盛
ん

で

あ
っ
た
が
、
太
宗
朝
以
降
、
六
書
の
研
究
が
停
滞
し
た
。
神
宗
朝
に
至
っ
て
、
皇
帝
は
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

学

を
あ
ら
た
め
て
重
視
し
、
『
説
文
解
字
』
を
修
訂
す
る
専
門
の
官
僚
を
起
用
し
た
。
更
に
六

書
の
原
理
を
教
育
す
る
こ
と
も
工
夫
し
、
宰
相
の
王
安
石
の

官
学
の
試
験
内
容
に
編
入
し
た
。
『
宋
宰
輔
編
年
録
』
に
は
、

『字
説
』
1
　
1
十
四
g
e
を
採
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
F
晩
歳
居
金
陵
為
字
説
二
十
四
巻
、
学
者
争
伝
習
之
、
凡
以
経
試
於
有
司
必
宗
其
説
。
」

　
（
晩
年
、
金
陵
で
『
字
説
』
1
　
1
十
四
g
e
を
編
集
し
、
学
生
は
争
っ
て
学
び
、
す
べ
て
役
人
の

試
験
を
受
け
る
者
は
、
必
ず
彼
の
説
に
従
っ
た
。
）

　
と
あ
る
。
そ
の
影
響
力
は
王
安
石
の
権
利
集
中
に
伴
っ
て
広
が
っ
た
。

る
著
作
が
続
々
編
集
さ
れ
た
。
陸
游
『
老
学
庵
筆
記
』
に
は
、

『字
説
』
に
附
属
す

　
［
字
説
盛
行
時
、
有
唐
博
士
相
、
韓
博
士
兼
皆
作
字
説
解
藪
十
巻
、
太
学
諸
生
作
字
説
音
訓

十
巻
、
又
有
劉
全
美
者
作
字
説
偏
妾
音
鐸
一
巷
、
字
説
備
捻
一
巻
、
又
以
類
相
從
為
字
會
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

巻
、
故
相
昊
元
中
試
辟
雍
程
文
煮
皿
用
字
説
。
」

　
（
『
字
説
』
が
流
行
す
る
際
に
、
唐
親
博
士
と
韓
博
士
は
『
字
説
解
』
数
十
巻
を
つ
く
り
、
太

学
諸
学
生

は
『
字
説
音
訓
』
十
巻
を
つ
く
り
、
ま
た
劉
全
美
は
『
字
説
偏
芳
音
釈
』
一
巻
と
『
字

説
備
検
』
一
巻
を
つ
く
り
、
更
に
字
の
類
別
に
よ
っ
て
『
字
会
』
二
十
巻
を
編
集
し
た
o
も
と

宰
相
の
呉
元
中
は
外
学
（
太
学
の
予
備
校
）
を
試
験
す
る
際
に
必
ず
『
字
説
』
を
解
答
の
例
文

と
し
て
用
い
た
。
）

　
と
あ
る
。
し
か
し
、
F
元
祐
党
争
」
に
伴
っ
て
、
『
字
説
』
が
禁
じ
ら
れ
た
り
、

り
し
、
六
書
の
教
育
は
断
続
的
に
官
学
に
存
在
し
た
。
『
宋
史
』
に
は
、

　
「
神
宗
念
字
学
廃
訣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ソ

至
是
除
其
禁
四
年
。
」

解
禁
さ
れ
た

詔
儒
臣
探
討
、
而
王
安
石
乃
進
其
説
、
学
者
習
焉
。
元
祐
禁
勿
用
、

（神
宗
は
字
学
の
衰
退
す
る
こ
と
を
留
意
し
、
儒
臣
た
ち
を
招
い
て
検
討
し
、
そ
れ
に
王
安
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石
が
字
説
を
推
進
し
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
を
習
っ
た
。

さ
れ
て
四
年
目
で
あ
る
。
）

元
祐
党
争
の
頃
は
禁
じ
ら
れ
、
今
解
禁

と
あ
る
。
ま
た
、
李
憲
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
に
は
、

　
F
今
已
改
青
苗
等
法
、
而
廃
退
安
石
黛
人
、
呂
恵
卿
、
李
定
之
徒
。
至
於
学
校
貢
挙
亦
已
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ご

斥
佛
老
、
禁
止
字
学
、
大
議
已
定
。
」

　
（
い
ま
青
苗
法
等
を
改
正
し
、
王
安
石
徒
党
の
呂
恵
卿
、
李
定
之
を
退
け
、
学
校
や
科
挙
も

仏
釈
道
教
の
学
説
を
廃
除
し
、
字
学
を
禁
じ
、
決
議
が
定
ま
っ
た
。
）

　
と
あ
る
。
『
字
説
』
は
文
字
解
釈
の
気
風
を
引
き
起
こ
し
、

が
、
内
容
は
あ
ま
り
に
も
無
理
に
こ
じ
つ
け
た
解
釈
が
多
く
、

披
は

強
く
批
判
し
た
。
「
東
披
答
劉
道
原
書
」
に
は
、

　
r
東
披
答
劉
道
原
書
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

氏
之

学
穿
穴
至
此
。
」

　
（
「
東
披
答
劉
道
原
書
」

鶴
」
の
「
鶴
」
字
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
説
が
多
く
、

六
書
の
教
育
に
影
響
を
与
え
た

批
判
を
招
い
た
。
当
時
、
蘇
東

新
学
説

易
観
卦
本
是
老
鶴
、
大
小
雅
本
是
老
鴉
、
此
類
甚
衆
、
王

に

云

う
、
新
学
の
「
説
易
観
卦
」
に
あ
る
「
観
」
字
は
本
来
は
「
老

r大
小
雅
」
の
「
雅
」
字
は
本
来
は
「
老
鴉
」
の
「
鴉
」
字
で
あ
る
。

王
安
石
の
解
釈
は

こ
の
よ
う
に
無
理
に
こ
じ
つ
け
る
の
で
あ
る
。
）

　
と
あ
り
、
蒙
書
の
名
手
の
王
寿
卿
も
王
安
石
の
学
説
を
認
め
な
い
た
め
、

退
し
た
。
『
研
北
雑
志
』
に
は

皇
帝
の

命
令
を
辞

　
F
王
魯
公
壽
卿
、
洛
陽
人
、
祖
澤
之
外
孫
、
善
蒙
隷
。
嘗
召
至
京
師
使
蒙
字
説
、
蔚
以
與
王

　
　
　
　
　
り
　

氏
之
学
異
。
」

　
（
王
魯
公
寿
卿
は
、
洛
陽
の
人
、
祖
択
子
の
外
孫
で
あ
り
、
蒙
書
、
隷
書
に
巧
み
で
あ
る
。

か

つ
て
皇
帝

は
命
令
し
て
『
字
説
』
を
蒙
書
を
用
い
て
書
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
。

石
の

学
説
と
異
な
る
た
め
辞
退
し
た
。
）

彼
は

王
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
と
あ
る
。
『
字
説
』
の
影
響
は
紹
興
年
間
（
一
＝
二
一
1
＝
六
一
）
に
続
い
て
い
る
が
、

当
時
の
文
人
も
こ
の
中
に
は
誤
り
が
あ
る
と
指
摘
し
、
王
洋
（
一
〇
八
七
ー
＝
五
四
）
は

博
士

と
し
て
、
太
学
で
経
書
以
外
に
文
字
学
を
教
授
し
、
王
安
石
の
説
を
修
正
し
た
。
『
東
牟

集
』
に
は
、

　
r
某
方
游
学
校
時
、
世
非
王
氏
不
道
、
先
進
者
以
此
取
士
、
後
進
者
以
此
干
緑
、
則
安
得
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

学
。
顧
其
説
亦
未
易
略
、
某
於
正
経
之
外
嘗
講
字
学
以
明
之
。
」

　
（
私
は
太
学
生
の
時
、
世
は
王
安
石
の
『
字
説
』
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
精
通

し
た
者
は
朝
廷
に
仕
え
、
未
熟
の
者
も
こ
の
学
問
を
用
い
て
官
位
を
求
め
た
た
め
、
学
ば
な
い

わ

け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
彼
の
説
を
顧
み
る
と
ま
だ
大
略
を
変
え
て
い
な
い
の
で
、
私
は
経

書
以
外
、
字
学
を
講
じ
る
時
は
改
め
て
教
え
た
。
）

　

と
あ
る
。
　
一
方
、
地
方
の
小
学
に
お
け
る
識
字
教
育
に
つ
い
て
は
、
至
和
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ザ

（1O
五

四
）
「
京
兆
府
小
学
規
」
に
、
教
育
の
内
容
を
記
録
し
て
い
る
。
毎
日
、
教
員
は
お
手

本
を
書
い
て
学
生
に
示
し
て
い
る
。

　
「
教
授
毎
日
講
説
経
書
三
雨
昏
、
授
諸
生
所
諦
経
書
文
句
、
音
義
、
題
学
書
字
様
。
」

　
（
教
授
は
毎
日
経
書
の
二
、
三
ペ
ー
ジ
を
講
義
し
、
暗
諦
す
べ
き
文
句
や
音
義
を
教
え
、

べ
き
文
字
を
書
き
つ
け
た
。
）

と
あ
る
。
そ
し
て
、
学
生
は
レ
ベ
ル
が
三
つ
に
分
け
ら
れ
各
々
の
日
課
が
あ
っ
た
。

学
ぶ

F第
一
等
、
毎
日
抽
筆
問
所
聴
経
義
三
道
、
念
書
一
、
二
百
字
、
学
書
十
行
。
（
中
略
）
第
二
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等
、
毎
日
念
書
約
一
百
字
、
学
書
十
行
。
（
中
略
）
第
三
等
、
毎
日
念
書
五
七
十
字
、
学
書
十

行
。
」

　
（
第
一
等
の
学
生
は
、
毎
日
学
ん
だ
経
書
の
内
容
よ
り
、
抽
出
し
た
三
つ
の
問
題
を
試
験

し
、
読
書
一
、
二
百
字
、
習
字
を
十
行
書
か
せ
る
。
（
中
略
）
第
二
等
の
学
生
は
、
読
書
約
百

字
、
習
字
を
十
行
書
か
せ
る
。
（
中
略
）
第
三
等
の
学
生
は
、
読
書
五
、
七
十
字
、
習
字
を
十
行

書
か
せ
る
。
）

と
あ
る
。
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
毎
日
読
書
（
識
字
）
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
い
ず

れ

も
の
レ
ベ
ル
の
学
生
が
毎
日
に
習
字
十
行
書
く
こ
と
が
が
決
ま
っ
て
い
る
。
煕
寧
年
間

（1O
六

入

－
一
〇
七
七
）
、
地
方
の
州
県
学
は
教
授
を
各
学
校
に
一
人
設
け
、
教
材
は
担
当
の

教
員
の
著
作
を
用
い
て
生
徒
に
教
え
た
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
に
は
、

　
F
州
軍
依
五
路
法
、
各
置
教
授
一
員
、
委
国
子
監
詞
考
通
経
史
、
及
新
及
第
出
身
進
士
可
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

諸
路
学
官
、
即
其
所
著
詞
業
以
聞
。
」

　
（
州
、
軍
の
学
校
は
五
路
法
に
よ
り
、
各
教
授
一
員
を
設
け
る
。
彼
ら
の
経
、
史
書
を
試
験

す
る
こ
と
は
国
子
監
に
委
託
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
進
士
は
各
路
の
学
官
に
任
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。
彼
ら
の
著
作
を
用
い
て
生
徒
に
教
え
る
。
）

と
あ
る
。
金
石
と
古
文
蒙
書
を
好
ん
で
い
る
李
公
麟
、
趙
明
誠
の
親
友
で
あ
る
劉
肢
（
？
ー

＝
一
七
）
は
、
毫
州
、
曹
州
の
教
授
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
り
、
彼
は
大
観
年
間
に
泰
山
に

登
っ
て
泰
山
刻
石
を
二
二
二
字
を
拓
し
て
一
四
六
字
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
流
布

し
て
い
る
宋
庫
が
墓
刻
し
た
四
八
字
の
テ
キ
ス
ト
よ
り
か
な
り
増
加
し
た
。
彼
は
得
た
拓
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

墓
刻

し
て
『
泰
山
秦
蒙
譜
』
と
い
う
書
物
を
出
版
し
た
。
こ
れ
も
地
方
の
州
県
学
で
定
番
の
経

書
以

外
、
字
書
と
し
て
教
授
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
地
方
の
州
県
学

で
ほ

と
ん
ど
文
字
学
や
蒙
書
を
教
授
さ
れ
無
い
士
人
た
ち
に
は
古
文
蒙
書
を
解
読
で
き
る
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少

な
い
。
黄
庭
堅
は
弟
の
黄
乗
を
錫
州
の
知
州
の
柳
平
に
薦
め
、
曾
輩
の
「
笥
州
学
記
」
を
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

鼎
文
（
古
文
蒙
書
）
で
書
い
た
。

F書
笥
州
学
記
後
」
に
は
、

　
r
柳
侯
為
州
、
政
優
民
和
、
乃
聾
故
刻
而
乞
書
於
予
、
予
告
之
以
舎
弟
乗
、
雅
善
小
蒙
、
通

六
書
之
意
、
下
筆
皆
有
依
擦
、
可
與
斯
文
並
伝
。
柳
侯
則
以
書
求
乗
於
紫
陽
而
刻
之
o
初
有
厭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

疑
者
日
、
今
世
士
大
夫
不
知
文
十
室
而
九
。
」

　
（
柳
平
は
鈎
州
を
統
治
す
る
際
、
政
治
が
優
れ
て
人
民
が
和
や
か
で
あ
っ
た
。
昔
の
碑
を
削

り
、
私
に
頼
ん
で
新
た
な
碑
文
を
書
か
せ
た
。
私
は
弟
の
乗
が
小
蒙
に
巧
み
で
、
六
書
に
精
通

し
、
書
く
文
字
に
は
必
ず
根
拠
が
あ
り
、
文
章
と
並
び
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
薦
め
た
。
柳

平

は
紫
陽
山
で
乗
の
書
を
求
め
、
碑
に
刻
し
た
。
最
初
、
疑
問
を
抱
い
た
者
は
、
こ
の
世
で
鐘

鼎
文
を
知
ら
な
い
士
大
夫
が
十
人
中
に
九
人
は
い
る
、
と
言
っ
た
。
）

と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
碑
を
鐘
鼎
文
で
書
い
た
原
因
は
、
文
字
学
や
古
文
蒙
書
な
ど
の
学
問

を
探
究
す
る
士
人
の
た
め
に
作
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
柳
平
は
コ
ニ
代
に
お
け
る
鐘
鼎
文

の

筆
画
は
す
べ
て
巧
妙
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
金
石
に
刻
し
て
伝
わ
る
の
は
、
必
ず
才
能
が
あ

る
者
に
委
託
す
る
。
私
は
古
を
学
ん
で
学
問
を
探
究
す
る
者
の
こ
と
を
考
慮
し
、
見
識
や
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

が
狭
い
者
の
こ
と
を
心
配
し
な
い
」
と
言
っ
た
。
地
方
の
州
県
学
は
蒙
書
の
教
育
を
正
式
の
内

容
に
編
入
し
な
い
が
、
主
宰
す
る
教
員
や
官
僚
に
よ
り
、
蒙
書
を
流
布
さ
せ
る
方
式
は
様
々
で

あ
る
。

　
一
方
、
前
述
の
『
字
説
』
は
科
挙
の
試
験
内
容
の
た
め
、
影
響
も
地
方
の
州
県
学
に
及
ん
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
北
宋
の
末
、
江
応
辰
「
吏
部
郎
奨
茂
実
墓
誌
銘
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ザ

F臨
川
王
荊
公
著
三
経
義
、
字
説
以
同
天
下
之
学
、
挙
世
諦
習
如
六
経
。
」
（
臨
川
の
王
安
石
は

編
集

し
た
『
三
経
義
』
、
『
字
説
』
を
以
て
天
下
の
学
問
と
同
列
に
し
、
世
の
人
た
ち
は
み
な
六

経
と
見
な
し
て
暗
諦
し
た
。
）

と
あ
る
。
官
僚
育
成
を
目
標
と
す
る
官
学
は
、
中
央
や
地
方
い
ず
れ
も
『
字
説
』
が
も
た
ら
し
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た
文
字
解
釈
の
ブ
ー
ム
に
影
響
さ
れ
、
士
人
た
ち
が
文
字
解
釈
の
習
慣
を
身
に
付
け
た
”
『
四

庫
全
書
提
要
』
に
は
「
王
安
石
が
『
新
義
』
と
『
字
説
』
を
刊
行
し
て
以
来
、
宋
代
士
人
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
こ

風

は
、
物
事
の
訓
詰
学
に
転
換
し
た
、
、
」
と
あ
る
．
．
程
者
年
の
『
籍
史
』
で
は
、
以
下
の
よ
う

に
、
彼
の
文
字
学
に
対
す
る
観
点
を
述
べ
る
（
米
帯
の
一
例
を
挙
げ
て
い
る
）
。

「
訓
古
達
昔
人
會
意
之
吉
、
謂
烈
士
之
容
、
懐
字
衣
中
容
衆
、
有
懐
之
義
、
字
相
戻
。
大
夫

志
不

雷
同
也
。
稽
従
卜
口
、
謀
干
衆
之
義
也
．
、
租
凶
巳
一
自
、
合
為
一
、
析
為
四
。
言
眉
間
有

毫
、
寿
者
之
讃
、
故
眉
従
　
（
原
文
閾
　
音
毫
）
如
眉
之
垂
。
辮
説
有
理
、
実
為
前
人
所
未
到

　
ハ
ぷ
り

也
。
」

（彼
の
訓
詰
は
、
先
人
の
会
意
と
い
う
文
字
の
構
成
方
法
を
分
析
で
き
て
い
る
．
、
た
と
え
ば
、

r
烈
士
の
顔
で
あ
三
國
列
二
三
紹
興
米
帖
』
・
り
；
懐
L
と
い
う
字
は
衣
服
に

r衆
」
を
収
め
る
形
で
あ
り
、
ふ
と
こ
ろ
に
人
間
を
抱
く
意
味
が
あ
り
、
そ
の
文
字
構
造
は
『
説

文
解
字
』
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
、
「
稽
」
と
い
う
字
は
「
卜
」
、
r
口
」
に
従
い
、
衆
人
の
意

見
を
諮
る
意
味
で
あ
る
．
「
租
凶
巳
と
い
う
器
物
が
あ
り
、
二
つ
の
字
を
合
わ
せ
て
い
る
。
眉

間
に
毫
毛
（
ご
う
も
う
）
が
あ
る
と
長
寿
の
証
を
言
わ
れ
る
、
そ
れ
故
、
「
眉
」
と
い
う
字
が

rBノ
」
に
従
い
、
眉
の
よ
う
に
垂
れ
て
い
る
、
米
苦
の
解
説
は
道
理
に
合
い
、
確
か
に
先
人

た
ち
は
彼
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
．
．
）

　
②
私
学

　
宋
代
に
は
地
方
の
官
学
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
進
学
で
き
る
学
生
は
少
な
く
、
庶
民
出
身
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

生
は

ほ

と
ん
ど
私
学
に
進
学
す
る
の
で
あ
る
，

　
宋
初
、
乱
世
が
次
第
に
安
定
す
る
と
、
人
材
を
求
め
る
社
会
的
な
二
ー
ズ
が
再
び
求
学
意
欲

を
刺
激
し
、
政
府
の
応
援
を
受
け
、
書
院
は
官
学
に
代
わ
り
、
過
去
の
私
的
書
院
を
ベ
ー
ス
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
仁
宗
の
興
学
政
策
に
よ
り
、
官
学
が
隆
盛
す
る
に
し
た
が
っ

て

私
学
が
衰
退
し
、
書
院
の
発
展
に
介
入
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
書
院
が
荒
廃

し
、
朱
嘉
の
白
鹿
洞
書
院
を
修
復
す
る
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
南
宋
に
再
び
書
院
の
気
風
が

興
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
の
書
院
は
北
宋
と
興
学
す
る
宗
旨
が
異
な
る
、
主
に
理
学
を
研
究

し
て
教
授
す
る
学
者
た
ち
は
科
挙
に
興
味
が
な
く
、
こ
れ
よ
り
、
正
し
い
人
格
の
育
成
や
古
今

の

学

問
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
認
め
る
。
完
全
に
否
定
で
は
な
い
が
、
生
徒
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

す
る
た
め
、
兼
ね
て
科
挙
の
内
容
を
教
授
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ

　
孫
彦
民
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
北
宋
の
三
十
八
院
か
ら
南
宋
の
一
八
五
院
と
激
増
し
た
。
一

方
、
私
学
で
先
賢
名
儒
が
講
学
し
、
規
模
や
制
度
が
完
備
す
る
書
院
以
外
、
普
遍
に
存
在
し
て

い

る
啓
蒙
教
育
の
役
割
を
果
た
す
教
育
組
織
は
、
私
塾
で
あ
る
。
深
奥
な
程
朱
の
理
学
を
教
授

す
る
書
院
に
対
し
、
私
塾
は
識
字
、
論
理
、
歴
史
、
礼
節
な
ど
様
々
な
基
本
的
な
知
識
を
教
授

す
る
場
所
で
あ
る
．
．
興
学
の
資
金
源
や
運
営
方
式
に
よ
り
、
様
々
な
名
を
称
す
’
t
例
え
ば
、
村

学
、
義
塾
、
家
塾
、
冬
学
（
季
節
に
よ
る
開
校
）
な
ど
で
あ
る
、
庶
民
に
と
っ
て
初
の
教
育
を

受

け
る
場
所
で
あ
り
、
書
院
よ
り
密
接
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
南
宋
の
私
塾
は
い
ず

れ

も
個
別
指
導
式
で
行
っ
て
い
る
。
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
い
書
院
（
経
館
や
精
舎
を
含
む
）
の
よ

う
な
私
学
は
主
に
講
学
式
（
教
員
一
人
が
複
数
学
生
に
対
す
）
を
し
、
兼
ね
て
個
別
指
導
式
で

　
　
　
　
マ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

行
っ
て
い
る
。
書
院
の
学
生
は
ほ
と
ん
ど
私
塾
で
課
程
を
修
了
し
て
か
ら
進
学
し
た
が
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
こ

書
院
は
小
学
の
課
程
も
設
置
し
、
専
任
の
教
員
も
設
け
た
。
朱
喜
ぼ
啓
蒙
教
育
を
重
視
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

め
、
『
小
学
』
と
『
童
蒙
須
知
』
を
編
集
し
、
読
書
と
習
字
に
つ
い
て
の
常
識
も
編
入
し
た
o

一
方
、
私
塾
で
啓
蒙
教
育
の
識
字
教
科
書
は
南
朝
か
ら
編
集
し
た
『
千
字
文
』
や
唐
代
の
『
蒙

求
』
が
あ
り
、
南
宋
の
書
店
を
営
む
陳
起
が
村
塾
を
訪
れ
て
作
っ
た
「
憩
農
家
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ほ
シ

「華
克
窓
下
読
千
宇
文
、
蒙
求
。
」

（子
供
た
ち
は
窓
の
下
で
『
千
字
文
』

と
『
蒙
求
』
を
読
ん
で
い
る
．
）

と
あ
る
。
そ
し
て
、
『
項
氏
家
訓
』
に
も
同
じ
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
に
シ

「古
人
教
童
子
多
用
韻
語
、
如
今
『
蒙
求
』
、
『
千
字
文
』
、
『
太
公
家
教
』
、
『
三
字
訓
』
之
類
」

（古
人
が
子
供
を
教
え
る
際
に
韻
語
を
用
い
る
こ
と
は
多
く
、
例
え
ば
『
蒙
求
』
、
『
千
字
文
』
、
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『太
公
家
教
』
、
『
三
字
訓
』
の
類
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
中
に
あ
る
『
三
字
訓
』
は
後
の
『
三
字
経
』
の
原
書
で
あ
る
。
「
千
字
文
」
は
南
朝
の

梁
の
時
に
編
成
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
周
興
嗣
と
篇
子
萢
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

の

識
字
や
書
教
育
を
目
的
と
し
て
、
王
義
之
の
書
を
集
字
し
て
編
集
さ
れ
た
。
現
在
、
篇
子
萢

本
の

『千
字
文
』
は
見
え
ず
、
周
興
嗣
本
の
み
残
さ
れ
た
。
許
静
氏
の
考
察
に
よ
り
、
伝
来
し

た
『
千
字
文
』
と
い
う
作
品
は
合
計
二
三
九
点
あ
り
、
内
、
北
宋
の
は
四
l
点
を
占
め
て
い

　お
　る
。
識
字
教
育
の
み
な
ら
ず
、
宋
代
に
お
け
る
書
作
に
と
っ
て
重
要
な
題
材
で
あ
る
。
一
方
、

『雑
字
』
は
歴
史
の
上
に
膨
大
な
貢
献
を
し
た
。
し
か
し
、
少
数
の
例
外
以
外
、
ほ
と
ん
ど
雑

字
類
の
書
物
は
著
者
の
名
は
載
せ
ず
（
実
際
に
、
編
集
者
は
庶
民
た
ち
の
場
合
が
多
い
）
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

代
の
書
志
や
書
目
に
も
収
録
さ
れ
な
い
。
内
容
は
通
俗
で
わ
か
り
や
す
く
、
農
村
で
庶
民
の
階

層
に
広
布
さ
れ
、
「
村
書
」
と
も
呼
ぶ
。
『
剣
南
詩
藁
』
に
は
「
農
家
は
十
月
に
子
供
を
入
学
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ソ

せ
、
冬
学
と
い
う
。
読
ん
で
い
る
『
雑
字
』
と
『
百
家
姓
』
は
村
書
と
よ
ぶ
」
と
あ
る
。
し
か

し
、
編
集
者
に
よ
り
、
『
雑
字
』
の
レ
ベ
ル
が
玉
石
混
交
で
あ
り
士
人
に
批
判
さ
れ
る
時
も
あ

る
。
『
黄
氏
日
抄
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　ヱ
　る
。
習
字
の
課
程
は
先
ず
、
手
本
を
下
に
し
て
書
き
写
す
よ
う
に
模
倣
し
、
更
に
塾
師
が
学
生

の

腕
を
持
ち
な
が
ら
運
筆
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
把
腕
」
と
よ
ぶ
。
そ
し
て
、
次
は
臨

書
を
求
め
る
。
大
字
が
熟
練
し
て
か
ら
小
字
を
習
字
す
る
順
番
も
決
ま
っ
て
い
る
。
村
学
、
冬

学
、
義
学
で
習
字
の
授
業
は
毎
日
＝
疋
時
間
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
四
日
間
に
一
日
で
習
字
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

授
業
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
一
方
、
私
学
の
文
字
学
の
教
育
に
つ
い
て
の
記
録
は
稀
で
あ
り
、

原

因
の
一
つ
は
南
宋
の
私
学
に
お
け
る
書
院
を
設
立
す
る
宗
旨
は
科
挙
に
応
じ
る
か
ら
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ザ

い

。
そ
し
て
、
王
学
を
支
持
す
る
秦
檜
の
死
後
、
『
字
説
』
が
だ
ん
だ
ん
科
挙
の
舞
台
か
ら
立

ち
去
っ
た
。
書
院
で
科
挙
の
た
め
に
特
別
設
置
し
た
課
程
に
は
、
北
宋
の
官
学
の
よ
う
に
『
字

説
』
を
コ
ツ
コ
ツ
学
ぶ
必
要
が
な
く
、
専
念
し
て
理
学
や
六
経
の
学
問
を
求
め
る
だ
け
で
良
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
1
1
）
書
学

　

こ
こ
で
は
宋
代
に
お
け
る
蒙
書
が
応
用
で
き
る
書
家
の
教
育
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

え
る
。
こ
の
教
育
は
、
芸
術
性
や
実
用
性
の
伝
授
に
重
点
を
置
く
、
前
述
の
文
字
学
と
は
異
な

る
。
公
の
蒙
書
の
技
術
官
僚
の
育
成
と
民
間
の
蒙
書
の
教
育
と
を
分
け
て
論
じ
て
み
た
い
。
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r
往
歳
嘗
過
村
学
堂
、
見
為
之
師
者
授
村
童
書
、
名
小
雑
字
、
句
必
四
字
、
皆
器
物
名
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

字
多
隠
僻
、
義
理
無
關
、
余
窺
鄙
之
」

　
（
か
つ
て
、
村
の
学
堂
に
通
し
、
師
が
村
の
児
童
に
書
を
教
え
る
こ
と
を
み
、
教
科
書
の
名

は

『小
雑
字
』
で
あ
り
、
句
は
必
ず
四
字
で
、
全
て
器
物
名
で
あ
る
。
字
は
ほ
と
ん
ど
な
じ
み

薄
い
、
意
味
は
経
典
の
学
問
と
関
わ
ら
な
い
。
私
は
こ
れ
を
軽
視
し
た
o
）

古
人
の
啓
蒙
教
育
は
識
字
と
書
写
を
分
け
て
い
る
。
識
字
は
「
三
、
百
、
千
」
の
順
番
に
教

え
、
書
写
は
「
上
大
人
、
丘
乙
己
」
の
よ
う
な
お
手
本
を
用
い
て
教
え
て
い
る
。
こ
の
方

法
は

か

な
り
の
歴
史
が
あ
る
。
敦
燈
か
ら
発
掘
さ
れ
た
書
物
に
は
「
上
大
夫
、
丘
乙
己
、
化

三

千
、
七
十
二
、
女
小
生
、
八
九
子
、
牛
羊
方
、
日
含
」
の
よ
う
な
習
字
内
容
を
載
せ
て
い

　
①
書
の
技
術
官
僚
を
育
成

　
宋
代
に

お

い

て
、
中
央
政
府
は
膨
大
な
文
書
の
作
成
に
応
じ
、
書
写
人
材
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

た
め
、
続
々
制
度
を
設
け
て
技
術
官
僚
を
起
用
し
た
o
更
に
皇
帝
の
嗜
好
に
よ
っ
て
書
学
や
文

字
学
を
諮
る
顧
問
の
よ
う
な
官
職
を
設
け
た
。
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
国
子
監
書
学
（
仁
宗
の

時

に
「
知
国
子
監
書
学
」
は
職
名
で
あ
り
、
代
表
人
物
に
周
越
、
楊
南
仲
が
い
た
。
徽
宗
の
時

に
書
の
専
門
学
校
と
し
て
画
、
算
、
医
と
の
「
四
学
」
が
設
置
さ
れ
た
）
、
翰
林
御
書
院
、
翰

林
書
芸

局
（
書
芸
所
）
な
ど
の
書
写
、
書
法
に
関
す
る
組
織
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
官
職
の
制

度
に
お
け
る
変
遷
と
書
家
の
特
徴
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
張
典
友
氏
の
『
宋
代
書
制
論
略
』
（
文

物

出
版
社
）
と
李
慧
斌
氏
の
『
宋
代
制
度
層
面
的
書
法
史
研
究
』
（
吉
林
大
学
博
士
論
文
）
が

詳
細
に
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
彼
ら
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
官
職
制
度
の
中
の
蒙
書
の
教
育



に
関
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
官
職
の
制
度
に
お
け
る
書
を
教
授
す
る
活
動
で
は
、
翰
林
御
書
院
が
徽
宗
時
代
の
国
子
監
書

学
が
設
置
さ
れ
る
前
の
重
要
な
技
術
官
僚
を
育
成
す
る
場
所
で
あ
る
。
翰
林
御
書
院
は
皇
帝
に

仕
え
る
書
写
の
組
織
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
書
写
人
材
を
育
成
す
る
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た

し
た
。
宋
初
、
太
宗
は
五
代
か
ら
書
学
の
衰
退
を
感
じ
、
自
ら
翰
林
御
書
院
の
待
詔
に
書
を

　
　
　
　
ニ
ご

教

え
て
い
た
。
御
書
院
（
元
豊
年
間
に
書
芸
局
と
改
制
）
は
北
宋
の
太
平
興
国
元
年
か
ら
太

平
興
国
六
年
の
間
（
九
七
入
ー
九
八
1
　
1
）
に
設
置
さ
れ
、
南
宋
の
紹
興
三
十
年
（
1
　
H
〈
O
）

　
　
　
　
　
ま
ソ

に
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
間
数
多
く
の
官
僚
を
育
成
し
た
。
現
在
見
え
る
書
家
の
人
名
は
程
章
燦

『石
刻
刻
工
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
翰
林
御
書
院
に
あ
る
蒙
書
の

教
授

に
つ
い
て
は
、
章
友
直
は
皇
帝
の
命
令
に
応
じ
、
翰
林
院
で
書
を
教
え
た
こ
と
が
あ
る
。

『墨
荘
漫
録
』
に
以
下
の
通
り
記
録
し
て
い
る
。

　
「
章
友
直
伯
益
以
蒙
得
名
、
召
至
京
師
翰
林
院
蒙
字
。
待
詔
数
人
聞
其
名
、
然
心
未
之
服
、

侯
其
至
倶
來
見
之
、
云
、
聞
先
生
之
芸
久
　
、
願
見
筆
法
以
為
模
式
。
伯
益
命
粘
紙
各
数
張
作

二

図
、
即
令
洗
墨
濡
毫
。
其
一
縦
横
各
作
十
九
画
成
一
碁
局
、
其
一
作
十
円
圏
成
一
射
帖
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
も

筆
・
之
粗
細
問
架
疎
密
、
無
毫
髪
之
失
、
諸
人
見
之
大
驚
嘆
服
、
再
拝
而
去
o
」

　
（
章
友
直
、
字
は
伯
益
、
蒙
書
を
以
て
名
を
は
せ
た
。
皇
帝
は
蒙
書
を
書
か
せ
る
た
め
に
都

の

翰
林
院
に
招
い
た
。
官
僚
の
待
詔
の
数
人
は
彼
の
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も

信
服
し
な
い
、
彼
が
着
い
た
ら
皆
は
会
い
に
来
た
。
待
詔
は
、
か
ね
が
ね
先
生
の
蒙
書
の
高
名

を
伺
っ
て
お
り
、
筆
法
を
お
手
本
と
し
て
見
せ
る
こ
と
を
願
う
と
い
っ
た
。
章
友
直
は
数
枚
の

紙

を
貼
り
付
け
て
二
枚
を
作
り
、
筆
墨
を
用
意
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
の
一
枚
は
縦
横
各

十
九
本
の
直
線
を
引
き
、
碁
盤
の
よ
う
に
書
い
た
。
ま
た
、
円
を
十
個
書
い
て
射
的
の
ま
と
を

作
っ
た
。
そ
の
均
一
の
筆
画
や
線
と
線
と
の
あ
い
て
い
る
距
離
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
待
詔

た

ち
は
驚
い
て
感
服
し
、
再
び
礼
を
つ
く
し
て
か
ら
下
が
っ
た
。
）

こ
の
記
録
に
よ
り
、
翰
林
御
書
院
で
は
内
部
の
教
員
が
書
を
教
授
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

外
部
か
ら
招
い
た
書
家
が
教
授
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
教
授
す
る
内

容

は
鉄
線
蒙
や
玉
筋
蒙
を
書
け
る
よ
う
に
、
均
一
の
線
質
や
空
間
を
鍛
え
る
こ
と
で
あ
る
と
分

か
っ
た
。

　
神
宗
元
曲
豆
年
間
に
、
御
書
院
を
廃
除
し
、
改
め
て
書
芸
局
を
設
置
し
た
o
こ
の
書
芸
局
は
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

て
学
生

を
募
集
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
書
芸
局
に
関
す
る
記
録
は
稀
で
あ
る
。
徽
宗
の
時

代

に
な
っ
て
教
育
の
内
容
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
宋
会
要
』
に
は
。

　
r
宣
和
六
年
八
月
十
四
日
、
詔
書
芸
置
提
挙
措
置
書
芸
所
、
生
徒
五
百
人
為
額
、
蒙
正
法
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

鼎
、
小
蒙
法
李
斯
。
」

　
（
宣
和
六
年
（
＝
二
四
）
八
月
十
四
日
、
書
芸
の
提
挙
を
任
じ
、
書
芸
所
を
設
置
す
る
こ

と
を
詔
す
る
。
生
徒
は
五
百
人
を
定
員
と
し
、
蒙
書
の
正
体
は
鐘
鼎
を
習
い
、
小
蒙
は
李
斯
を

習
う
。
）

　
と
あ
る
。
宣
和
年
間
の
書
芸
所
は
、
生
徒
五
百
人
を
募
集
し
、
鐘
鼎
文
を
学
習
す
べ
き
書
体

と
し
て
科
目
に
編
入
し
た
o
文
字
学
に
精
通
し
て
字
書
の
『
集
蒙
古
文
韻
海
』
を
編
集
し
、
蒙

書
の
名
手
で
あ
る
杜
従
古
を
管
理
官
僚
と
し
て
起
用
し
た
。
同
期
の
官
僚
は
米
友
仁
や
同
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

蒙
書
に
巧
み
な
徐
競
が
い
た
。
三
人
は
教
員
の
書
学
博
士
と
し
て
転
任
し
た
。
『
群
書
索
考
』

に
は
、

　
r
宣
和
六
年
正
月
己
未
、
詔
書
芸
置
提
挙
措
置
書
芸
所
、
以
杜
従
古
、
徐
競
、
米
友
仁
並
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

措
置
管
勾
官
、
生
徒
五
百
人
為
額
、
蒙
正
文
法
鐘
鼎
、
小
蒙
法
李
斯
。
」

　
（
宣
和
六
年
（
＝
二
四
）
一
月
己
未
、
書
芸
の
提
挙
を
任
命
し
、
書
芸
所
を
設
置
す
る
こ

と
を
詔
す
る
。
杜
従
古
、
徐
競
、
米
友
仁
並
び
に
管
勾
官
に
任
じ
、
生
徒
は
五
百
人
を
定
員
と

し
、
蒙
書
の
正
体
は
鐘
鼎
を
習
い
、
小
蒙
は
李
斯
を
習
う
。
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
書
芸
局
（
所
）
は
宣
和
七
年
に
徽
宗
の
退
位
に
伴
っ
て
廃
止
さ
れ
、
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南
宋
に

も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
南
宋
で
は
、
紹
興
十
六
年
か
ら
二
十
年
（
1
1
四
－
〈
－

＝
五
〇
）
に
か
け
て
、
高
宗
が
御
書
院
を
重
建
し
て
組
織
を
拡
大
し
た
。
皇
帝
の
詰
命
な
ど

の

文
書
を
写
す
こ
と
を
司
る
官
僚
の
待
詔
、
芸
学
、
書
芸
、
舐
侯
を
設
け
、
更
に
書
学
生
も
編

入
し
た
。
『
玉
海
』
に
は
、

　
r
翰
林
院
選
試
書
学
生
以
五
体
書
、
王
、
虞
、
鍾
、
真
小
字
、
批
答
、
書
学
砥
候
以
六
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

書
、
勾
勒
書
、
芸
学
試
七
体
書
、
玉
筋
蒙
、
待
詔
以
七
体
」

　
（
翰
林
院
の
昇
級
、
採
用
試
験
は
書
学
生
を
五
体
書
（
王
義
之
、
虞
世
南
、
鍾
蘇
、
小
楷
、

奏
事
を
可
否
す
る
文
書
）
を
以
て
試
験
し
、
書
学
砥
候
は
六
体
書
（
王
義
之
、
虞
世
南
、
鍾

孫
、
小
楷
、
奏
事
を
可
否
す
る
文
書
、
勾
勒
書
）
を
以
て
試
験
し
、
芸
学
と
待
詔
は
七
体
書

（王
義
之
、
虞
世
南
、
鍾
蘇
、
小
楷
、
奏
事
を
可
否
す
る
文
書
、
勾
勒
書
、
玉
筋
蒙
）
を
以
て

試
験
す
る
。
）

　
と
あ
る
。
な
か
に
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
い
待
詔
、
芸
学
の
試
験
は
玉
筋
蒙
が
科
目
に
入
っ
た
。

試
験
の

内
容
は
御
書
院
で
学
習
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
張
典
友
氏
は
こ

の

書
学
生
の
育
成
制
度
は
、
南
宋
に
お
け
る
書
の
技
術
官
僚
を
供
給
す
る
こ
と
に
対
し
て
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

で

あ
る
と
認
め
て
い
る
。
一
方
、
書
の
専
門
学
校
で
あ
る
国
子
監
書
学
は
、
徽
宗
の
時
代
に
断

続
的
に
存
在
し
た
。
『
玉
海
』
に
は
、

　
F
崇
寧
三
年
六
月
壬
子
十
一
日
、
建
算
学
書
画
a
s
o
　
（
中
略
）
五
年
四
月
十
二
日
詔
書
、

画
、
算
、
医
四
学
、
並
罷
其
書
、
画
学
附
国
子
監
、
置
博
士
各
一
員
。
（
中
略
）
大
観
元
年

二
月
十
七
日
、
詔
書
画
学
諭
、
正
、
録
、
直
各
置
一
人
o
　
（
中
略
）
四
年
三
月
二
日
、
詔
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

学
併
入
太
医
局
、
太
史
局
、
翰
林
書
藝
、
図
画
局
。
」

　
（
崇
寧
三
年
（
1
1
0
四
）
六
月
壬
子
十
一
日
、
算
学
、
書
画
学
を
設
置
し
た
。
（
中
略
）

崇
寧
五
年
四
月
十
二
日
。
書
、
画
、
算
、
医
の
四
学
を
廃
止
し
、
書
、
画
学
を
国
子
監
に
附

属
し
、
各
に
博
士
の
一
人
を
設
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。
（
中
略
）
大
観
元
年
二
月
十
七
日
、

書
画
学
の
各
学
諭
、
学
正
、
学
録
、
直
学
を
設
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。
（
中
略
）
大
観
四
年

三

月
二
日
、
四
学
を
各
太
医
局
、
太
史
局
、
翰
林
書
芸
、
図
画
局
に
合
併
す
る
こ
と
を
命
ず

る
。
）

と
あ
る
。
教
育
内
容
で
は
、
書
学
と
画
学
の
生
徒
が
共
に
文
字
学
の
『
説
文
解
字
』
を
学
ぶ
必

要
が
あ
り
、
書
学
生
は
当
時
流
行
す
る
『
字
説
』
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
蒙
書
の
学
習
は
古
文

（
『汗
簡
』
、
『
古
文
四
声
韻
』
な
ど
の
伝
抄
古
文
と
『
説
文
解
字
』
に
あ
る
古
文
蒙
書
）
、
大
築
、

小
蒙
を
模
範
と
し
て
学
ん
だ
。
『
宋
史
』
に
は
以
下
の
通
り
に
記
録
し
て
い
る
。

r書
学
生
習
蒙
隷
草
三
体
、
明
説
文
、
字
説
、
爾
雅
、
博
雅
、
方
言
、
兼
通
論
語
、
孟
子
義
、

願
占
大
経
者
聴
。
蒙
以
古
文
、
大
小
二
蒙
為
法
。
」
、
「
画
学
之
業
、
以
説
文
、
爾
雅
、
方
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

釈
名
教
授
、
説
文
則
令
書
蒙
字
。
」

（書
学
生
は
蒙
書
、
隷
書
（
楷
書
）
、
草
書
三
体
を
習
う
べ
き
で
、
『
説
文
』
、
『
字
説
』
、
『
爾

雅
』
、
『
博
雅
』
、
『
方
言
』
を
理
解
す
べ
き
で
、
兼
ね
て
『
論
語
』
、
『
孟
子
』
の
内
容
に
通
じ
る

べ
き
で
、
大
経
の
『
詩
経
』
、
『
周
礼
』
、
『
春
秋
』
な
ど
の
授
業
を
選
ん
で
聴
講
す
べ
き
で
あ

る
。
蒙
書
は
古
文
、
大
小
二
蒙
を
学
ぶ
）
、
（
画
学
の
授
業
は
、
『
説
文
』
、
『
爾
雅
』
、
『
方
言
』
、

『釈
名
』
を
教
授
し
、
『
説
文
』
を
用
い
て
蒙
書
を
書
か
せ
る
。
）

　
②
社
会
に
お
け
る
蒙
書
の
教
育

　
古
代
、
書
を
伝
授
す
る
こ
と
は
、
印
刷
技
術
が
進
展
す
る
以
前
に
、
師
弟
や
家
族
に
限
り
非

公
開
的
に
教
育
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
代
に
な
る
と
、
印
刷
物
と
刻
帖
の
広
布
に
沿
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

益
々
公
開
さ
れ
よ
う
に
な
り
、
自
学
で
書
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
家
族
の
教
育
は
書
家
に

直
接
な
影
響
を
与
え
る
。
楊
加
深
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
北
宋
に
お
け
る
小
蒙
の
能
書
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ザ

は
、
広
陵
徐
氏
、
浦
城
章
氏
、
華
陽
句
氏
、
丹
陽
郡
氏
、
丹
陽
程
氏
な
ど
の
五
家
が
あ
っ
た
。

一
方
、
蒙
書
の
作
品
の
流
布
の
事
実
と
自
学
に
つ
い
て
は
、
拓
本
の
発
展
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　
拓
本
は
六
朝
時
代
に
発
明
さ
れ
、
唐
代
か
ら
技
術
が
成
熟
し
、
宋
代
に
か
け
て
刻
帖
や
金
石
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学
の
発
展
に
沿
っ
て
、
様
々
な
拓
本
が
広
布
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
唐
代
の
拓
本
は
敦
煙
で
発

見
さ
れ
た
唐
太
宗
「
温
泉
銘
」
が
あ
る
。
宋
代
で
は
刻
帖
や
碑
文
な
ど
の
法
書
を
拓
本
に
作
っ

た

の
み

な
ら
ず
、
当
時
発
見
さ
れ
た
青
銅
器
の
銘
文
を
拓
し
て
流
布
さ
せ
た
。
仁
宗
が
収
蔵
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
「
周
敦
」
な
ど
の
銘
文
を
拓
し
て
臣
下
に
賜
っ
た
。
こ
れ
は
鐘
鼎
文
が
流
布
す
る
発
端
と
考

　
　
　
　
　
　

え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）
、
劉
徹
二
〇
一
九
ー
六
八
）
が
長
安
で
多
く

の

古
器
を
得
、
拓
本
を
作
っ
て
欧
陽
脩
に
贈
る
。
そ
し
て
『
先
秦
古
器
図
』
（
侠
）
を
編
集
し

た
。
一
方
、
法
帖
の
流
布
は
宋
代
の
書
道
史
に
お
け
る
功
績
の
一
つ
で
あ
る
。
「
祖
帖
」
で
あ

る
『
淳
化
閣
帖
』
に
は
史
籍
や
李
斯
の
蒙
書
を
編
入
し
た
。
真
偽
の
問
題
は
あ
る
が
、
宋
初
の

皇
帝
と
官
僚
の
王
著
が
古
文
蒙
書
を
重
視
す
る
証
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
刻
帖
が

続
出
し
、
現
存
の
『
緯
帖
』
、
『
大
観
帖
』
、
『
汝
帖
』
に
は
蒙
書
が
散
見
で
き
る
。
拓
本
が
普
及

し
た
お
陰
で
士
人
た
ち
は
前
代
よ
り
、
多
彩
な
蒙
書
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宋
代
以
前

の
作
品
以
外
、
宋
人
の
蒙
書
も
よ
く
墓
刻
さ
れ
て
流
布
し
た
。
現
存
し
て
い
る
の
は
、
釈
夢
英

F小
蒙
千
字
文
」
、
「
蒙
書
目
録
偏
妾
字
源
」
、
蘇
唐
卿
「
酔
翁
亭
記
」
、
唐
英
「
勃
興
煩
」
な
ど

で

あ
る
。
蒙
書
の
名
手
で
あ
る
章
友
直
は
元
居
中
の
紹
介
で
名
を
は
せ
た
。
『
宣
和
書
譜
』
に

は
、　

F
太
常
少
卿
元
居
中
出
領
宿
州
、
素
喜
其
書
、
且
富
有
之
、
至
宿
則
尽
所
有
、
墓
諸
石
以
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

其
伝
、
縁
此
、
東
呉
之
地
多
其
蒙
蹟
。
友
直
既
以
此
書
名
世
。
」
（
太
常
少
卿
の
元
居
中
は
宿
州

を
統
治
す
る
際
に
章
友
直
の
書
を
好
み
、
ま
た
多
く
持
っ
て
い
る
。
宿
州
に
い
っ
て
全
て
を
出

し
、
墓
刻
し
て
広
布
し
た
。
そ
の
た
め
、
東
呉
（
今
の
湖
江
、
江
蘇
省
）
に
は
彼
の
蒙
書
が
多

V
、
章
友
直
は
こ
れ
を
以
て
名
を
は
せ
た
。
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
宋
代
の
蒙
書
を
学
ぶ
環
境
を
提
供
し
た
。
宋
人
が
蒙
書
を
学
ぶ
時

に
自
学
の
場
合
が
多
く
、
米
帝
の
「
自
叙
帖
」
に
は
「
蒙
書
で
最
愛
す
る
の
は
誼
楚
、
石
鼓
文

で

あ
り
、
ま
た
、
竹
簡
が
竹
の
筆
を
以
っ
て
漆
の
よ
う
な
濃
墨
を
つ
け
て
運
筆
す
る
道
理
を
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

る
が
、
青
銅
器
の
銘
文
の
気
品
が
古
く
て
妙
で
あ
る
。
」
と
い
っ
た
。

　
彼
の

書
を
習
う
過
程
か
ら
、
蒙
書
に
対
し
、
当
時
出
土
し
た
「
誼
楚
文
」
、
青
銅
銘
文
と
、

唐
代
か
ら
発
見
さ
れ
て
伝
わ
る
先
秦
の
「
石
鼓
文
」
を
頼
り
に
理
解
で
き
る
。
な
お
、
蒙
書
の

好
み

に
つ
い
て
、
彼
は
、
「
楚
国
の
鐘
に
載
せ
る
刻
さ
れ
た
字
の
如
v
、
即
ち
キ
リ
リ
と
し
て

美

し
く
、
の
ん
び
り
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
秦
国
の
蒙
書
よ
り
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　

全
て

こ
の
世
の
法
帖
の
首
位
に
な
れ
る
」
と
い
っ
た
。
や
や
遅
い
黄
伯
思
も
蒙
書
を
自
学
す
る

過
程
を
記
録
し
た
。
「
顕
蘇
氏
書
後
」
に
は
、

r僕
自
弱
齢
喜
蒙
法
、
初
得
岱
宗
秦
刻
、
及
朝
那
石
章
学
之
。
後
得
岐
鼓
壇
山
字
及
三
代
舞
器

文
識
又
学
之
、
仰
其
高
古
、
惟
是
之
師
。
而
漢
魏
碑
首
、
印
章
亦
時
寓
目
下
、
此
者
未
嘗
過
而

　
　
　
お
　

問
焉
。
」

（私
は

若
い
頃
か
ら
蒙
法
を
好
み
、
最
初
、
秦
泰
山
刻
石
と
漢
代
石
印
を
入
手
し
て
学
ん
だ
。

後
に
秦
国
の
「
岐
陽
石
鼓
文
」
、
周
代
の
「
壇
山
石
刻
」
、
三
代
の
鐘
鼎
文
を
学
ん
で
、
そ
の
高

雅
で
古
風
を
帯
び
る
気
品
を
感
じ
、
こ
れ
だ
け
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
漢
代
、
魏
晋
の
碑
額
と

印
は
時
に
寓
目
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
。
）

と
あ
る
。
北
宋
末
の
黄
伯
思
は
様
々
な
蒙
書
を
見
て
、
当
時
広
布
さ
れ
て
い
る
「
泰
山
刻
石
」

や
漢
印
の
小
蒙
を
ベ
ー
ス
と
し
て
学
び
、
そ
し
て
、
「
石
鼓
文
」
、
F
壇
山
石
刻
」
、
r
鐘
鼎
文
」

な
ど
の
古
文
蒙
書
に
進
ん
だ
。
好
み
に
よ
っ
て
常
に
見
え
る
漢
代
、
魏
晋
の
碑
額
と
印
を
学
ば

な
い
。
彼
の
好
み
は
李
斯
と
李
陽
泳
の
影
響
し
た
上
、
鉄
線
蒙
や
玉
筋
蒙
の
よ
う
な
太
さ
や
空

間
を
均
一
化
し
た
蒙
書
で
あ
る
。
こ
の
ベ
ー
ス
で
文
字
構
造
が
多
様
な
古
文
蒙
書
を
専
念
に
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

ん

だ
。
漢
代
、
魏
晋
の
碑
額
に
あ
る
造
形
が
整
わ
な
い
小
蒙
に
は
興
味
が
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。

二
、
字
書
の
流
布

『宋
史
』
巻
二
〇
二
に
は
、
小
学
類
の
書
目
二
〇
六
部
、
計
一
五
七
二
巻
を
収
録
し
、
唐
代
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か

ら
宋
代
に
か
け
て
伝
来
し
た
著
作
と
宋
代
の
学
者
の
著
作
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書

目
は
詳
細
に
区
別
し
て
お
ら
ず
、
訓
詰
、
説
文
、
金
石
、
書
論
（
少
数
）
を
小
学
類
に
編
入

し
て
い
る
。
今
日
伝
来
す
る
著
作
は
、
『
現
存
宋
人
著
述
目
略
』
に
収
録
さ
れ
る
が
、
金
石
類

は
三
十
六
種
（
重
出
す
る
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
含
む
、
下
記
の
小
学
類
も
同
じ
）
、
小
学
類
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
む

111十
　
1
種
（
訓
詰
、
説
文
、
字
書
、
音
韻
な
ど
を
含
む
）
が
あ
る
。
『
宋
史
』
の
書
目
と
重
出

す
る
の
は
、
小
学
類
十
五
部
、
金
石
類
九
部
（
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
重
出
な
し
）
で
あ
る
。

　
宋
代

に
お
け
る
文
字
に
関
す
る
著
作
は
、
「
今
文
」
と
「
古
文
」
の
大
き
く
ニ
ジ
ャ
ン
ル
（
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

体
）
に
分
け
ら
れ
る
。
「
今
文
」
は
、
隷
定
し
た
文
字
の
意
味
と
音
韻
を
解
釈
す
る
著
作
で
あ

り
、
例
え
ば
、
邪
日
丙
『
爾
雅
疏
』
、
丁
度
、
司
馬
光
『
集
韻
』
な
ど
が
あ
る
。
「
古
文
」
に
は
二

つ
あ
り
、
I
つ
は
小
蒙
の
字
形
、
音
韻
、
意
味
を
解
釈
す
る
著
作
で
あ
り
、
小
蒙
に
関
す
る
も

の

は
「
説
文
類
」
に
属
す
。
例
え
ば
、
李
憲
『
説
文
解
字
五
音
譜
』
、
李
従
周
『
字
通
』
、
張
有

『復
古
編
』
な
ど
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
「
古
文
蒙
書
」
に
関
す
る
も
の
は
よ
り
複
雑
で
、
「
伝

抄
古
文
」
類
に
属
す
字
書
に
は
、
郭
忠
恕
『
汗
簡
』
、
夏
疎
『
古
文
四
声
韻
』
、
杜
従
古
『
集
蒙

古
文
韻
海
』
が
あ
る
。
こ
の
体
裁
が
現
在
の
蒙
書
字
典
に
近
く
、
文
字
の
出
典
の
み
を
記
し
、

音
韻
や
意
味
を
説
明
し
て
い
な
い
。
「
鐘
鼎
文
」
類
に
属
す
著
作
は
、
多
く
は
金
石
学
の
勃

興

に
伴
っ
て
、
器
物
と
共
に
記
録
さ
れ
た
銘
文
資
料
で
あ
り
、
呂
大
臨
『
考
古
図
』
、
蒔
尚
功

『歴
代
鐘
鼎
舞
器
款
識
法
帖
』
、
王
依
『
繍
堂
集
古
録
』
な
ど
で
あ
る
。
字
書
（
文
字
出
典
の
み

記
す
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
呂
大
臨
『
考
古
図
釈
文
』
、
王
戯
『
鐘
鼎
蒙
韻
』
（
侠
）
で

あ
る
。

　
以

下
、
現
在
伝
来
す
る
古
文
字
の
著
録
や
字
書
を
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
（
字
体
）
に
分
け
て
論

じ
て
み
た
い
。

　
（
1
）
F
説
文
」
類

　
北
宋
初
、
徐
絃
が
『
説
文
解
字
』
を
校
正
し
、
徐
錯
が
『
説
文
解
字
韻
譜
』
、
『
説
文
解
字
繋

伝
通
釈
』
（
『
説
文
繋
伝
』
）
を
作
り
、
徐
氏
兄
弟
の
『
説
文
解
字
』
に
対
す
る
研
究
が
後
代
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
後
、
李
壽
川
は
『
説
文
解
字
韻
譜
』
に
基
づ
い
て
『
説
文
解
字

五
音
譜
』
を
作
る
。
張
有
の
『
復
古
編
』
は
、
『
説
文
解
字
』
の
小
蒙
を
正
体
と
し
て
、
別
体

と
俗
体
を
分
別
し
て
い
る
。
他
に
は
李
従
周
の
『
字
通
』
が
あ
る
。
新
出
土
の
鐘
鼎
文
を
用
い

て

『説
文
解
字
』
と
互
い
に
考
釈
し
た
戴
個
の
『
六
書
故
』
も
ま
た
、
清
代
の
考
証
学
を
啓
発

し
た
。
『
説
文
解
字
』
は
宋
代
の
文
字
学
に
と
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
基
礎
と
な
っ
て
い
よ
う
。

　
（
1
1
）
　
F
伝
抄
古
文
」
類

　
伝
抄
古
文

と
は
、
「
六
国
古
文
」
で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
は
文
字
が
秦
と
合
致
し
な
い
も
の

を
廃
し
た
。
し
か
し
、
民
間
に
古
書
を
秘
蔵
し
、
漢
初
に
あ
ら
た
に
こ
の
世
に
出
た
も
の
が
あ

ニ
じる
。
先
秦
（
戦
国
時
代
）
の
古
文
簡
膿
が
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
続
々
発
掘
さ
れ
、
例
え
ば
漢

の
魯
恭
王
が
孔
子
の
宅
を
壊
し
て
得
た
『
礼
記
』
、
『
尚
書
』
、
『
春
秋
』
、
『
論
語
』
、
『
考
経
』
が

そ
れ
で
あ
遜
。
晋
代
に
魏
奎
の
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
七
＋
五
巻
の
古
書
（
汲
塚
竹
豊
．
．
も
あ

る
。
一
方
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
か
け
、
様
々
な
字
書
を
編
纂
し
、
古
文
を
用
い
て
刻
石
を
製
造

し
た
。
例
え
ば
魏
晋
の
『
徐
逸
集
古
文
』
、
晋
代
の
『
李
形
集
字
』
、
梁
代
の
『
庚
撮
字
説
』
、

唐
代
の
『
林
竿
集
字
』
（
以
上
は
字
書
）
、
漢
代
の
「
滅
貝
丘
長
碑
」
、
唐
代
の
「
碧
落
碑
文
」

（以
上

は
刻
石
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
文
資
料
が
後
に
郭
忠
恕
『
汗
簡
』
の
編
集
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
と
な
っ
た
。
宋
代
に
至
り
、
郭
忠
恕
（
？
ー
九
七
七
）
が
先
秦
か
ら
唐
代
ま
で
の
古
文
資

料
七

十
1
種
を
集
め
、
『
汗
簡
』
を
編
纂
し
た
。
偶
然
、
偽
造
の
『
尚
書
』
や
誤
字
を
収
録
し

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

た
が
、
多
く
の
出
典
に
は
根
拠
が
あ
り
、
参
照
で
き
る
。
清
代
や
現
代
の
古
文
字
研
究
者
は
こ

れ

を
用
い
て
新
出
土
の
鐘
鼎
文
や
『
説
文
解
字
』
を
考
証
し
て
い
る
。
『
汗
簡
』
以
後
は
、
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

文
書
の

発
掘

と
収
集
は
進
展
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
夏
疎
『
古
文
四
声
韻
』
、
杜
従
古
『
集

蒙
古
文
韻
海
』
も
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
著
述
さ
れ
た
。

　
『
汗
簡
』
の
成
書
は
夏
疎
『
古
文
四
声
韻
』
よ
り
早
く
、
北
宋
初
期
で
あ
り
、
こ
の
頃
は
、

ま
だ
青
銅
器
と
鐘
鼎
文
の
研
究
が
興
っ
て
お
ら
ず
、
経
文
を
考
証
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
の
み

で

あ
っ
た
。
『
古
文
四
声
韻
』
は
『
汗
簡
』
や
当
時
の
句
中
正
、
李
建
中
た
ち
の
研
究
の
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

の
上

に
発
展
し
、
『
汗
簡
』
よ
り
十
1
種
を
増
加
し
た
。
彼
が
古
文
字
に
特
に
留
意
し
た
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

は
、
皇
帝
の
収
蔵
す
る
青
銅
器
の
銘
文
を
識
別
す
る
た
め
に
研
究
を
始
め
た
こ
と
に
あ
る
。
序
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文
に
は
、
「
祥
符
年
間
に
、
国
家
に
収
蔵
さ
れ
た
古
器
物
に
は
科
斗
文
が
多
く
、
質
問
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ご

も
識
別
で
き
ず
役
職
の
面
目
が
立
た
ず
申
し
訳
な
い
」
と
あ
る
。
特
に
『
古
文
四
声
韻
』
に
は

数
種
の
青
銅
器
の
文
字
を
収
録
し
て
お
り
、
数
は
少
な
い
が
、
宋
代
の
古
文
字
学
か
ら
金
石
学

の

研
究
へ
と
進
展
す
る
兆
し
が
あ
る
、

　
杜
従
古

『集
蒙
古
文
韻
海
』
の
成
書
は
宣
和
元
年
（
＝
一
九
）
こ
ろ
．
で
『
汗
簡
』
と
『
古

文
四
声
韻
』
に
基
づ
き
、
顧
野
王
『
玉
篇
』
と
丁
度
、
司
馬
光
『
集
韻
』
を
加
え
て
編
集
し

た
。
し
か
し
、
主
文
の
纂
書
の
下
に
釈
文
の
み
を
表
記
し
、
出
典
や
説
明
が
な
い
た
め
、
文
字

の

身
元
を
判
明
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
、
成
書
し
た
頃
は
皇
帝
や
士
人
た
ち
の
古
器
を
収
蔵
す

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご

る
全
盛
期
で
あ
り
、
金
石
学
の
研
究
の
気
風
が
形
成
さ
れ
、
著
作
が
続
出
し
た
た
め
、
鐘
鼎
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ザ

を
引
用
で
き
る
字
数
が
多
く
な
っ
た
。
一
方
で
、
『
玉
篇
』
と
『
集
韻
』
は
前
述
の
「
今
文
」

の

字
体
に
属
す
字
書
で
あ
り
、
主
文
を
隷
定
し
た
の
で
あ
る
．
。
杜
従
古
は
隷
定
さ
れ
た
楷
書

を
、
蒙
書
の
筆
画
で
書
き
直
し
て
収
録
し
た
。

　
上
述
の

『汗
簡
』
、
「
古
文
四
声
韻
』
、
『
集
蒙
古
文
韻
海
』
は
、
宋
代
に
お
け
る
伝
抄
古
文
に

関
す
る
最
も
重
要
な
著
作
で
あ
る
．
．
ま
た
、
書
物
に
引
用
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
『
説
文
解

字
』
古
文
、
「
三
体
石
経
」
、
r
碧
落
碑
」
、
r
陽
華
岩
銘
」
の
書
物
、
拓
本
、
残
石
な
ど
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。
著
作
に
収
録
し
た
も
の
の
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
文
字
構
造
が
多
少
異
な
る
と
こ

　
　
　
　
や
　

う
が
あ
る
。
例
え
ば
郭
忠
恕
は
、
『
説
文
解
字
』
古
文
の
鉦
字
「
司
」
を
「
惑
」
に
作
り
、

『
碧
落
碑
』
の
融
字
「
圏
」
を
「
麟
」
に
作
る
・
よ
っ
て
両
者
を
並
列
し
て
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
1
．
）
　
F
鐘
鼎
文
」
類

　
金
石

学
が
盛
ん
な
宋
代
で
は
、
彩
し
い
著
作
が
出
版
さ
れ
る
一
方
で
、
散
逸
し
た
著
作
も
こ

れ

よ
り
数
多
い
と
推
測
す
る
。
金
石
に
関
す
る
著
作
は
、
楊
殿
珂
氏
が
考
証
し
て
八
十
二
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
リ

と
判
断
し
、
ま
た
容
庚
氏
が
七
種
を
補
っ
た
。
さ
ら
に
、
葉
国
良
氏
が
両
氏
の
成
果
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
を
　

二

十
三
種
を
提
示
し
た
。
合
計
、
散
逸
し
た
著
作
は
＝
二
種
に
上
る
。
容
庚
氏
の
考
証
に

よ
り
、
現
存
す
る
金
学
（
石
学
を
除
く
）
に
関
す
る
著
作
は
八
種
あ
り
、
成
書
の
順
に
記
せ

ば
、
呂
大
臨
『
考
古
図
』
『
考
古
図
釈
文
』
、
趙
九
成
『
続
考
古
図
』
、
徽
宗
『
博
古
図
録
』
（
王

敵
『
重
修
宣
和
博
古
図
』
）
、
蒔
尚
功
『
歴
代
鐘
鼎
舞
器
款
識
法
帖
』
、
王
球
『
痛
堂
集
古
録
』
、

王
厚
之
『
鐘
鼎
款
識
』
、
張
拾
『
紹
興
内
府
古
器
評
』
な
ど
が
あ
る
。
宋
代
に
お
け
る
金
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

研
究

が
、
真
宗
年
間
に
始
ま
り
、
成
平
三
年
（
1
O
O
O
）
に
は
、
乾
州
か
ら
古
鼎
が
献
上
さ

れ
、
そ
れ
に
は
四
角
形
で
足
が
四
本
あ
り
、
二
十
一
字
銘
文
が
鋳
込
ま
れ
て
い
た
。
皇
帝
が
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
パ
リ

者
を
招
い
て
考
証
し
、
句
中
正
、
杜
鏑
が
銘
文
に
よ
り
、
「
史
信
父
顧
」
と
判
定
し
た
。
仁
宗

皇

祐
三
年
（
1
0
五
一
）
、
秘
閣
や
太
常
に
収
蔵
す
る
器
物
は
十
1
種
あ
り
、
楊
南
仲
が
命
じ

ら
れ
て
銘
文
を
考
証
し
、
初
の
金
石
著
作
『
皇
祐
三
館
古
器
図
』
を
編
纂
し
た
。
ま
た
仁
宗
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
パ
リ

器
物
の
銘
文
を
拓
し
て
臣
下
に
賜
っ
た
。
こ
れ
は
鐘
鼎
文
が
流
布
す
る
発
端
と
考
え
ら
れ
る
。

嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）
、
劉
倣
（
一
〇
一
九
⊥
ハ
八
）
が
長
安
で
多
く
の
古
器
を
得
、
『
先
秦

古
器
図
』
（
侠
）
を
編
集
す
る
。
そ
し
て
拓
本
を
作
っ
て
欧
陽
脩
に
贈
っ
た
，
そ
れ
が
『
集
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぷ
ね

録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
．
．

　
現
存
の
呂
大
臨
『
考
古
図
』
は
、
秘
閣
、
太
常
、
内
府
な
ど
の
皇
室
収
蔵
以
外
の
、
民
間
収

蔵
の
三
十
七
家
も
羅
列
し
、
各
々
器
物
の
大
小
、
容
量
、
重
量
、
出
土
を
記
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
多
く
李
公
麟
『
李
氏
古
器
録
』
を
引
用
す
る
。
徽
宗
の
『
博
古
図
録
』
は
、
『
四
庫
総

目
』
が
『
読
書
敏
求
記
』
に
よ
り
、
作
者
を
王
微
と
定
め
た
。
し
か
し
、
容
庚
氏
は
徽
宗
が

執
筆
者
で
あ
り
、
王
散
は
編
集
者
で
あ
る
と
論
じ
た
．
、
こ
の
書
物
は
、
大
観
年
間
（
＝
〇
七

ー
1
1
1
O
）
に
始
ま
り
、
李
公
麟
『
李
氏
古
器
録
』
の
体
裁
を
用
い
て
編
集
さ
れ
た
。
初
期

に
、
黄
伯
思
が
編
纂
に
参
与
し
、
著
作
の
『
古
器
説
』
四
二
六
篇
の
内
容
を
『
博
古
図
録
』
に

編
入

し
て
、
『
宣
和
殿
博
古
図
』
と
称
し
て
成
書
し
た
o
全
五
百
余
器
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宣
和
年
間
（
＝
一
九
ー
＝
二
五
）
に
か
け
、
内
府
が
得
た
器
物
を
『
宣
和
殿
博

古
図
』
に
増
補
し
、
器
物
の
数
は
八
三
九
器
に
増
え
、
『
重
修
宣
和
殿
博
古
図
』
と
称
し
て
成

　
　
ハ
ガ
ね

書
し
た
。
こ
れ
が
現
在
『
四
庫
全
書
』
に
見
え
る
王
敵
『
重
修
宣
和
博
古
図
』
で
あ
る
。
三
十

年
後
（
＝
四
四
）
に
出
版
さ
れ
た
蒔
尚
功
『
歴
代
鐘
鼎
舞
器
款
識
法
帖
』
は
、
『
考
古
図
』

や

『重
修
宣
和
殿
博
古
図
』
を
基
礎
と
し
て
改
め
て
編
集
し
た
。
全
五
一
一
器
を
収
録
し
手
織

り
、
考
証
に
は
根
拠
が
あ
る
。
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現
存
す
る
著
作
以
外
、
容
庚
氏
の
「
宋
代
吉
金
書
籍
述
評
」
に
は
、
散
逸
し
た
十
1
種
の
重

要
な
金
学
の
著
作
を
羅
列
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
散
逸
し
た
も
の
の
、
現
存
す
る
著
作
に
は

影
響
を
与
え
た
。
貴
重
な
記
述
も
他
の
書
物
に
散
見
で
き
る
。
ま
た
本
体
は
散
逸
し
た
が
、
後

世
に

増
補

さ
れ
、
改
め
て
出
版
さ
れ
た
著
作
も
貴
重
な
参
考
文
献
で
あ
る
。
例
え
ば
元
代
の
楊

鉤
『
増
広
鐘
鼎
蒙
韻
』
は
、
王
楚
『
鐘
鼎
蒙
韻
』
に
基
づ
い
て
増
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
宋
代

に
お
け
る
金
石
著
録
や
字
書
は
、
皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）
か
ら
高
宗
朝
（
＝
二
七

1
＝
六
二
）
ま
で
の
約
百
年
間
に
、
皇
帝
や
士
人
の
金
石
活
動
の
流
れ
を
詳
し
く
記
録
し

た
o
高
宗
以
後
、
復
古
運
動
は
衰
退
し
、
新
た
な
金
学
の
著
作
は
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
そ
の

著
作
の
数
と
収
録
し
た
器
物
と
制
度
、
そ
し
て
銘
文
を
考
証
す
る
成
果
は
、
後
世
の
研
究
者
に

影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
当
時
の
金
石
著
録
や
字
書
の
広
が
り
や
受
容
に
関
す
る
記
録
は
少

な
い
。
書
物
は
、
国
子
監
、
地
方
の
官
学
、
民
間
の
書
店
や
士
人
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
官
学
が
出
版
し
た
書
物
は
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
民
間
に
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
前
述
の
皇
帝
の
た
め
に
編
集
し
た
書
物
は
民
間
に
広
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
の
官
僚
も
金
石
著
作
の
出
版
活
動
を
後
援
し
、
例
え
ば
蒔
尚
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

の

著
作
は
林
師
説
の
後
援
に
よ
っ
て
江
西
で
刊
行
さ
れ
、
四
川
で
復
刻
さ
れ
た
。
四
川
の
魏
了

翁
の
幼
少
期
に
、
彼
の
『
鐘
鼎
款
識
』
と
『
蒙
韻
』
を
古
文
蒙
書
の
教
科
書
と
し
て
入
手
し
て

　
　
い
　
い
る
。三

、
お
わ
り
に

　
宋
代
に

お

い

て
、
公
、
私
立
学
校
の
興
学
に
沿
っ
て
、
唐
代
の
士
族
教
育
か
ら
庶
民
教
育
に

転
換

し
、
識
字
率
や
士
人
の
数
が
激
増
し
た
。
こ
の
背
景
は
後
の
文
字
研
究
に
重
要
な
ベ
ー
ス

を
提
供
し
た
o
公
、
私
立
学
校
に
お
け
る
教
育
の
内
容
は
蒙
書
に
つ
い
て
の
記
録
が
稀
で
あ
る

が
、
神
宗
は
文
字
学
の
衰
退
を
留
意
し
、
王
安
石
の
『
字
説
』
を
用
い
て
科
挙
の
内
容
と
し
て

流
布
さ
せ
た
。
『
字
説
』
に
あ
る
訓
詰
の
内
容
は
無
理
に
こ
じ
つ
け
た
解
釈
が
多
く
、
批
判
を

浴
び
た

も
の
の
、
訓
詰
の
気
風
を
引
き
起
こ
し
、
当
時
の
士
人
た
ち
に
文
字
学
を
啓
発
し
た
。

徽
宗
の
時
代
に
設
置
し
た
書
学
、
書
芸
局
は
断
続
的
に
存
在
し
た
が
、
教
育
の
内
容
は
古
文
蒙

書

（伝
抄
古
文
、
鐘
鼎
文
）
を
幅
広
く
編
入
し
た
o
　
1
方
、
拓
本
を
作
る
技
術
の
普
及
に
沿
っ

て
、
法
帖
、
歴
代
の
石
刻
、
鐘
鼎
文
の
流
布
が
広
が
り
、
様
々
な
蒙
書
の
芸
術
風
格
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
印
刷
技
術
の
発
達
に
沿
っ
て
、
字
書
の
流
布
が
広
が
り
、
文
字

学
の
学
習
や
蒙
書
を
調
べ
る
こ
と
が
便
利
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
以
前
の
時
代
に
比
べ
て
、
宋

代

に
お
け
る
蒙
書
学
習
の
優
位
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（1
）

（2
）

（3
）

（4
）

（5
）

（6
）

孫
樹
青
氏
は
『
中
国
教
育
史
』
で
古
代
の
教
材
を
更
に
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
た
。

1
、
識
字
教
育
類
、
例
え
ば
、
『
千
字
文
』
、
『
百
家
姓
』
、
『
三
字
経
』
。
2
、
論
理
道
徳

類
、
例
え
ば
、
『
太
公
家
教
』
。
3
、
歴
史
教
育
類
、
例
え
ば
、
『
蒙
求
』
。
4
、
詩
歌
教

育
類
、
例
え
ば
、
『
千
家
詩
』
。
5
、
名
物
制
度
と
自
然
常
識
教
育
類
、
例
え
ば
、
『
名
物

蒙
求
』
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
呉
洪
成
氏
は
「
家
庭
範
囲
内
訓
戒
類
総
合
性
啓
蒙
教
材
」

の

六

つ
め

を
提
起
し
た
。
例
え
ば
、
『
朱
子
治
家
格
言
』
で
あ
る
。
陳
黎
明
、
郡
懐
領

F古
代
蒙
学
教
材
的
分
類
」
、
『
河
北
師
範
大
学
学
報
』
第
十
三
巻
、
（
河
北
師
範
大
学
、

110
＝
年
）
二
十
二
頁
。

張
志
公
「
伝
統
語
文
教
育
教
材
論
」
、
『
張
志
公
語
文
自
選
集
』
上
、
（
北
京
大
学
出
版

社
、
一
九
九
入
年
）
十
頁
。

周

永
新
著
、
岩
谷
季
久
子
訳
「
蒙
学
と
古
代
中
国
の
教
育
」
、
『
中
国
教
育
史
－
古
代

篇
』
、
（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
三
三
二
ー
三
三
三
頁
。

多
賀
秋
五
郎
『
中
国
教
育
史
』
『
中
国
近
現
代
教
育
文
献
資
料
集
』
第
十
巻
、
（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
．
1
1
0
　
0
六
年
）
六
十
二
頁
。

多
賀
秋
五
郎
『
中
国
教
育
史
』
『
中
国
近
現
代
教
育
文
献
資
料
集
』
第
十
巻
、
（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
t
．
1
1
0
　
0
六
年
）
六
十
頁
。

r詔
諸
路
州
軍
監
、
各
令
立
学
、
学
者
二
百
人
以
上
、
許
更
置
県
学
、
於
是
州
郡
不
置
学

者
鮮
　
。
又
置
教
授
、
以
三
年
為
一
任
。
」
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
巻
六
十
三
、
二
十
二

葉
。
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（7
）

（8
）

（9
）
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萢
立
舟
『
南
宋
全
史
』
七
、
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
九
頁
。

苗
春
徳
、
趙
国
権
『
南
宋
教
育
史
』
、
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
－
〈
十
1
1
－

⊥ハ十
1
二
頁
。

r元
曲
豆
始
置
在
京
小
学
、
有
就
博
、
初
笠
両
齋
。
」
李
憲
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

八
十
六
、
三
葉
。

苗
春
徳
、
趙
国
権
『
南
宋
教
育
史
』
、
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
五
十
七
頁
。

蘇
東
披

『東
披
全
集
』
巻
三
十
八
、
一
葉
。

こ
こ
で
は
識
字
教
育
の
た
め
編
集
し
た
今
文
の
字
書
を
指
す
。
古
文
（
象
書
）
の
字
書

は
第
二
節
に
論
じ
る
。

托
克
托
『
宋
史
』
巻
二
六
三
、
十
九
－
二
十
一
葉
。

句
中
正
「
三
字
孝
経
序
」
、
朱
長
文
『
墨
池
編
』
巻
一
、
三
十
四
葉
。

三
館
と
は
、
史
館
、
集
賢
院
、
昭
文
館
を
さ
し
、
崇
文
院
と
総
称
す
る
。

王
応
麟

『玉
海
』
巻
四
十
一
、
三
十
九
葉
。

朱
長
文
『
墨
池
編
』
巻
三
、
＝
二
二
葉
。

F王
子
詔
（
中
略
）
神
宗
與
論
字
学
、
留
為
資
善
堂
修
定
説
文
官
。
」
托
克
托
『
宋
史
』

巻
三

二
九
、
二
十
二
葉
。

徐
自
明
『
宋
宰
輔
編
年
録
』
巻
八
、
四
十
四
葉
。

陸
游

『老
学
庵
筆
記
』
巻
二
、
十
四
葉
。

托
克
托

『宋
史
』
巻
一
五
五
、
二
十
六
葉
。

李
憲
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
四
一
八
、
五
葉
。

林
馴

『古
今
源
流
至
論
』
後
集
巷
九
、
十
五
葉
。

陸
友
仁
『
研
北
雑
志
』
巻
下
、
三
十
八
葉
。

王
洋
は
太
学
博
士
に
任
ず
る
際
に
、
秦
檜
は
宰
相
で
あ
り
、
彼
が
二
度
と
宰
相
の
地
位

に
あ
り
、
併
せ
て
十
九
年
間
で
全
て
の
高
宗
の
紹
興
年
間
で
あ
る
。
「
王
洋
、
字
元
渤
、

待
制
資
深
子
、
亦
以
省
第
二
名
中
宣
和
二
年
甲
科
、
紹
興
初
以
右
命
直
徽
猷
閣
、
歴
典

三
郡
所
至
有
異
政
○
官
太
学
為
博
士
時
、
秦
檜
為
丞
相
、
而
直
道
正
辞
亦
損
勿
用
。
」
董
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斯
張
『
呉
興
備
志
』
巻
十
三
、
十
二
葉
。

王
洋
「
謝
諸
葛
秀
才
書
」
、
「
東
牟
集
』
巻
十
、
二
十
三
葉
。

王
剥

『金
石
革
編
』
巻
＝
二
四
、
『
続
修
四
庫
全
書
』
八
八
六
冊
、
三
五
三
⊥
二
五
四
頁
。

李
憲

『続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
四
三
、
十
1
葉
。

劉
肢
「
泰
山
秦
蒙
譜
序
」
『
学
易
集
』
巻
六
、
十
五
葉
。

黄
乗
と
い
う
人
物
は
、
史
に
残
す
こ
と
が
稀
で
あ
り
、
蒙
書
を
巧
み
、
紹
聖
年
間
に
黄

庭
堅
の

作
っ
た
碑
記
に
蒙
額
を
書
い
た
。
黄
庭
堅
「
江
陵
府
承
天
輝
院
塔
記
」
、
『
山
谷

集
』
別
集
巻
四
、
二
葉
。

北
宋

に
お
け
る
最
善
の
鐘
鼎
文
字
書
で
あ
る
呂
大
臨
『
考
古
図
釈
文
』
に
使
え
る
字
頭

は
4
0
0
字
に
す
ぎ
ず
、
黄
乗
が
長
編
の
「
鈎
州
学
記
」
を
全
て
鐘
鼎
文
を
用
い
て
書

い

た
可
能
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
庭
堅

『山
谷
集
』
巻
二
十
六
、
五
－
六
葉
。

Fl
二
代
之
鼎
舞
字
書
皆
妙
、
蓋
勒
之
金
石
垂
世
傳
後
、
自
必
託
於
能
者
。
吾
為
学
古
鈎
深

者
謀
、
不
為
軍
見
淺
聞
者
病
也
。
」
黄
庭
堅
『
山
谷
集
』
巻
二
十
六
、
五
－
六
葉
。

江
応
辰

『文
定
集
』
巻
二
十
二
、
八
葉
。

r自
王
安
石
新
義
及
字
説
行
、
而
宋
之
士
風
、
一
変
其
為
名
物
訓
詰
之
学
。
」
、
『
欽
定
四

庫
全
書
総
目
』
巻
十
五
、
十
五
葉
。

程
香
年
『
籍
史
』
、
二
十
八
葉
。

萢
立
舟
『
南
宋
全
史
』
七
、
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
十
1
頁
。

梁

庚
尭
『
宋
代
科
挙
社
会
』
、
（
台
湾
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
九
－

1
10
、
一
二
九
百
ハ
。

周
永
新
著
、
岩
谷
季
久
子
訳
「
蒙
学
と
古
代
中
国
の
教
育
」
、
『
中
国
教
育
史
ー
古
代

篇
』
、
（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
三
〇
九
⊥
二
＝
頁
。

萢
立
舟
『
南
宋
全
史
』
七
、
　
（
上
海
古
籍
出
版
，
－
．
、
　
1
1
0
1
五
年
）
十
三
頁
。

畢
誠
、
程
方
平
、
『
中
国
教
育
史
』
、
（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
一
九
八
頁
。

普
遍
的
で
は
な
い
が
、
両
宋
の
書
院
は
と
も
に
小
学
を
設
け
、
周
敦
顧
の
濾
渓
書
院
や
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朱
喜
川
の
晦
庵
書
院
に
設
置
し
た
記
録
が
あ
る
。
方
回
『
桐
江
績
集
』
巻
二
十
七
、
十
八

葉
。
周
敦
一
唄
『
周
一
兀
公
集
』
巻
⊥
ハ
、
1
　
1
十
四
i
e
K
O

畢
誠
、
程
方
平
、
『
中
国
教
育
史
』
、
（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
1
1
1
二
頁
。

陳
起
「
憩
農
家
」
、
『
江
湖
後
集
』
巻
四
、
三
葉
。

項
安
世

『項
氏
家
訓
』
巻
七
、
六
葉
。

梁
庚
尭
『
宋
代
科
挙
社
会
』
、
（
台
湾
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
n
c
u
r
）
　
1
　
0
1
1
1
y
m
〈
o

向
彬
「
中
国
古
代
小
学
書
法
教
育
的
教
材
研
究
」
（
美
術
学
報
、
二
〇
＝
年
）
一
〇
八

頁
。楊

加
深
『
北
宋
書
法
教
育
研
究
』
、
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
五
十
八
頁
。

張
志
公

「
伝
統
語
文
教
育
教
材
論
」
、
『
張
志
公
語
文
自
選
集
』
上
、
（
北
京
大
学
出
版

社
、
一
九
九
八
年
）
三
十
三
頁
。

「農
家
十
月
乃
遣
子
入
学
、
謂
之
冬
学
、
所
読
雑
字
、
百
家
姓
之
類
、
謂
之
村
書
。
」
、
陸

游

『剣
南
詩
藁
』
巻
二
十
五
、
六
葉
。

黄
震
『
黄
氏
日
抄
』
巻
四
十
六
、
六
十
五
葉
。

張
志
公

「
伝
統
語
文
教
育
教
材
論
」
、
『
張
志
公
語
文
自
選
集
』
上
、
（
北
京
大
学
出
版

社
、
一
九
九
八
年
）
三
十
七
頁
。

苗
春
徳
、
趙
国
権
『
南
宋
教
育
史
』
、
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
u
r
）
　
1
　
O
1
頁
。

r程
、
王
之
学
数
年
以
來
宰
相
執
論
不
一
、
趙
鼎
主
程
願
、
秦
檜
主
王
安
石
。
」
托
克
托

『宋
史
』
巻
一
五
六
、
八
葉
。

江
少
虞
『
事
実
類
苑
』
巻
三
十
、
五
葉
。

楊
加
深
『
北
宋
書
法
教
育
研
究
』
、
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
⊥
ハ
十
五
頁
。

張
邦
基
『
墨
荘
漫
録
』
巻
八
、
二
葉
。

李
慧
斌
『
宋
代
制
度
層
面
的
書
法
史
研
究
』
、
（
吉
林
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
）

一
六
五
頁
。

徐
松
輯

『宋
会
要
』
崇
儒
三
、
『
続
修
四
庫
全
書
』
七
七
七
冊
、
六
七
〇
頁
。

r宣
和
壬
寅
歳
（
四
年
）
、
復
置
書
学
。
」
、
r
宣
和
之
末
、
復
置
書
学
、
増
博
士
三
員
、
杜
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從
古
、
米
友
仁
與
競
。
」
岳
珂
『
宝
真
斎
法
書
賛
』
巻
二
十
四
、
十
九
葉
。
愈
松
『
蘭
亭

続
考
』
巻
一
、
十
葉
。

章
如
愚
『
群
書
索
考
』
後
集
巻
三
十
、
九
葉
。

王
応
麟

『玉
海
』
巻
四
十
五
、
三
十
四
葉
。

張
典
友
『
宋
代
書
制
論
略
』
、
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
1
1
l
年
）
　
1
｛
〈
　
1
－
1
六
二
頁
。

王
応
麟

『玉
海
』
巻
四
十
、
四
十
1
葉
。

托
克
托
『
宋
史
』
巻
一
五
七
、
四
十
1
葉
。

楊
加
深
『
北
宋
書
法
教
育
研
究
』
、
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
三
十
三
頁
。

楊
加
深

『北
宋
書
法
教
育
研
究
』
、
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
u
r
）
　
1
　
O
五
－
1
＝
頁
。

趙
明
誠
『
金
石
録
』
、
巷
十
1
、
四
葉
。

王

国
維
「
宋
代
之
金
石
学
」
、
『
王
国
維
論
学
集
』
、
（
中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
、

一
九
九
七

年
）
1
1
0
三
頁
。

供
名
『
宣
和
書
譜
』
巻
二
、
八
葉
。

「蒙
便
愛
誼
楚
、
石
鼓
文
。
又
悟
竹
簡
以
竹
車
行
漆
、
而
鼎
銘
妙
古
先
（
老
の
誤
り
）

焉
。
」
米
帝
『
實
晋
英
光
集
』
巻
八
、
六
葉
。

「如
楚
鐘
刻
字
，
則
端
逸
，
遠
高
秦
蒙
，
成
可
冠
方
今
法
書
之
首
。
」
米
帝
『
書
史
』
、
一

葉
。黄

伯
思
『
東
観
除
論
』
巻
下
、
十
八
葉
。

宋
人
が
見
え
る
漢
代
、
魏
晋
の
碑
額
は
洪
造
『
隷
続
』
巻
五
の
「
碑
図
」
が
参
考
で
き

る国
立
中
央
図
書
館
編
『
現
存
宋
人
著
述
目
略
』
、
（
台
湾
中
華
叢
書
編
審
委
員
会
、

1
九

七
1
年
）
1
　
1
十
七
－
三
十
二
頁
、
＝
五
ー
＝
九
頁
。

甲
骨
文
、
金
文
、
籍
文
、
古
文
な
ど
の
文
字
を
、
隷
書
な
い
し
は
楷
書
に
お
き
か
え
る

こ
と
。
西
林
昭
一
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
（
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
九
六
八
頁
。

r孝
経
遭
秦
坑
焚
之
後
、
為
河
間
顔
芝
所
蔵
、
漢
初
除
挟
書
之
律
、
芝
子
真
始
出
之
。
」

章
如
愚
『
群
書
考
索
』
巻
八
、
十
五
葉
。
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許
慎

「
説
文
解
字
序
」
、
『
説
文
解
字
』
十
五
上
、
三
葉
。

張
守
節
『
史
記
正
義
』
巻
四
、
二
十
五
葉
。

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』
（
台
湾
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
五
五
二
頁
。

葉

国
良
『
宋
代
金
石
学
研
究
』
（
台
湾
書
房
、
二
〇
＝
年
）
六
十
四
頁
。

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』
（
台
湾
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
、
十
1
～
二
十
二
頁
。

李
学
勤
序
、
黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』
（
台
湾
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
　
1
4
、
二
頁
。

李
零
序
『
汗
簡
、
古
文
四
声
韻
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
1
0
年
）
一
六
二
頁
。

大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）
、
南
康
軍
建
昌
県
で
古
鼎
が
発
見
さ
れ
、
太
守
劉
保
衡
が

器
を
皇
帝
に
献
上
し
た
。
夏
疎
が
四
年
に
国
史
編
集
官
を
務
め
、
九
年
に
副
枢
密
と
し

て
、
国
史
を
修
め
る
。
こ
の
間
に
鐘
鼎
文
の
釈
文
が
問
わ
れ
た
と
考
え
る
。
呉
曾
『
能

改
斎
漫
録
』
巻
十
四
、
十
五
葉
。
王
応
麟
『
玉
海
』
巻
四
十
六
、
五
十
五
、
六
葉
。

李
零
編

『汗
簡
、
古
文
四
声
韻
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
、
六
十
二
頁
。

杜
従
古

『集
蒙
古
文
韻
海
』
序
、
『
続
修
四
庫
全
書
』
二
三
六
冊
、
三
六
入
頁
。

F大
観

初
、
乃
倣
公
麟
之
考
古
作
宣
和
殿
博
古
図
、
凡
所
蔵
者
、
為
大
小
礼
器
、
則
已

五
百
有
幾
。
」
察
脩
『
鉄
園
山
叢
談
』
巻
五
、
十
三
葉
。

現
存
の
著
作
は
呂
大
臨
『
考
古
図
』
、
『
考
古
図
釈
文
』
、
王
戯
『
重
修
宣
和
博
古
図
』
（
大

観

年
間
＝
〇
七
1
1
1
1
O
）
が
あ
る
。

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』
（
台
湾
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
、
十
二
頁
。

楊
殿
殉
撰
、
容
庚
校
補
「
宋
代
金
石
侠
書
目
」
、
『
考
古
社
刊
』
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古

研
究
所
、
一
九
三
六
年
－
四
）
　
1
九
l
－
二
二
八
頁
。

葉
国
良
『
宋
代
金
石
学
研
究
』
（
台
湾
書
房
、
二
〇
＝
年
）
、
五
十
二
ー
五
十
九
頁
。

容
庚

「宋
代
吉
金
書
籍
述
評
」
、
同
続
、
『
学
術
研
究
』
、
（
広
東
省
社
会
科
学
界
聯
合

会
、
一
九
六
三
年
ー
六
、
一
九
六
四
年
－
一
）
八
十
一
ー
九
－
、
八
十
w
o
－
　
1
　
O
二
頁
。

趙
明
誠
『
金
石
録
』
巻
十
一
、
三
葉
。

王

国
維
「
宋
代
之
金
石
学
」
、
『
王
国
維
論
学
集
』
、
（
中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
、

1
九
九
七
年
）
1
1
0
三
頁
。

（9
）
全
十
本
が
あ
る
。
欧
陽
脩
『
集
古
録
』
巻
一
、
一
、
十
1
、
十
二
、
十
三
、
十
六
、
二
十
四
葉
。

（
9
）
容
庚
「
宋
代
吉
金
書
籍
述
評
」
、
同
続
、
『
学
術
研
究
』
、
（
広
東
省
社
会
科
学
界
聯
合

　
　

会
、
一
九
六
三
年
－
六
、
一
九
六
四
年
－
一
）
、
八
十
九
－
九
十
頁
。

（
9
8
）
顧
宏
義
「
宋
代
国
子
監
刻
書
考
論
」
、
『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
、
（
華
東
師
範
大
学
、

　
　

二
〇
〇

三
年
ー
四
）
四
十
1
1
－
四
十
五
頁
。

（
9
9
）
「
蒔
尚
功
『
歎
識
法
帖
十
巻
』
、
（
中
略
）
碑
在
江
州
、
蜀
中
亦
有
翻
刻
者
字
加
肥
。
」
吾

　
　

丘
桁

『学
古
編
』
、
十
五
葉
。

（
㎜
）
陳
芳
妹
「
金
学
、
石
刻
与
法
帖
伝
統
的
交
会
1
『
歴
代
鐘
鼎
舞
款
識
法
帖
』
宋
拓
石
本

　
　

残
葉
的
文
化
史
意
義
」
、
『
美
術
史
研
究
集
刊
』
第
二
十
三
期
、
（
台
湾
大
学
、
二
〇
〇
五

　
　

年
）
＝
一
、
＝
二
頁
。
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